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※記載内容は変更になる場合がございますので、予めご了承ください。

シンフォニア会員にご登録いただきますと、先行予約のご利用、シンフォニアのお届け、
メールマガジンの受け取り等お得な特典をご利用いただけます。ぜひご登録ください！

シンフォニア会員登録方法

定型ハガキに下記の情報を記載いただき、62円切手を貼付の上、ポストに投函ください。
【定型ハガキ裏】1.お名前（フリガナ付き）、2.性別、3.郵便番号、4.住所、5.電話番号、6.メールアドレス（メール 
　　　　　　　マガジン受取りの場合）

【定型ハガキ表】531-8501 大阪市北区大淀南2丁目3-3 ザ・シンフォニーホール「シンフォニア」係

【お客様の個人情報の取り扱いについて】株式会社ザ・シンフォニーホールでは、次に掲げた内容にしたがって、個人情報の保護に努めてまいります。○お客様からご提供い
ただいた個人情報については、個人情報に関する法令、規範に則り適正に管理いたします。○お客様からいただいた個人情報は、以下の目的のみに使用し、それ以外には一
切使用いたしません。（1）シンフォニア会員様への情報誌「シンフォニア」および関連する印刷物の発送（2）ザ・シンフォニーホールで開催する催事をご案内する印刷物の
発送（3）ホールなど施設の利用に関するご案内、ご連絡（4）ザ・シンフォニーホールの事業、サービスの開発・改善を目的とした調査・研究のためのアンケートの送付・分析・
データ集積（5）チケット予約販売に伴う、ご本人確認およびご連絡（6）株式会社ザ・シンフォニーホールに関するご案内の発送○個人情報のご提供はご自身の意思でご本
人様が行うものといたします。○お客様の個人情報を、適正かつ迅速に処理するため、その作業を外部の企業に委託して行うことがあります。その場合、委託先において個
人情報が安全に管理されるよう適切に監督します。

※手続き完了後、約2週間で会員番号のお知らせと、シンフォニア最新号をお送り致します。

ザ・シンフォニーホール ホームページ
http://www.symphonyhall.jp/ からご登録下さい。
▼ ハガキでのご登録

▼ ＷＥＢサイトからのご登録

※携帯端末のメールアドレスをご登録いただく場合、受信設定をしている方はメールが受信できない場合がございます。「@symphonyhall.jp」を
ドメイン指定受信して下さい。指定方法はご利用の携帯電話会社にお問い合わせください。

携帯・スマートフォンをご使用
の方はこちらからアクセスして
いただけます。

Vol.35
2019.9 -11
2019.9.10発行

登録費
年会費
 無料！

●先行予約：9月19日（木）10:00AM〜
※Sinfonia会員先行予約期間中は、電話・WEBのみのご予約となります。
※ザ・シンフォニー チケットセンター窓口、館内プレイガイドでの販売はございません。
※Sinfonia会員先行期間中にご予約されたチケットは、すべて郵送でのお届けとなります。
●電話：ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
（10：00～18：00 火曜定休）
●WEB：http://www.symphonyhall.jp/

9月のＳｉｎｆｏｎｉａ会員先行予約



日本センチュリー交響楽団×
ザ・シンフォニーホール Vol.7

バッハ×ベートーヴェン×ブラームス
B A C H × B E E T H O V E N × B R A H M S3B

日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール Vol.7 3B バッハ×ベートーヴェン×ブラームス

日本センチュリー交響楽団とザ・シンフォニーホールが届けるシリーズ・コンサート。
2020年の第一弾のテーマは“3B”！ 3つのコンチェルトが一度に聴ける贅沢なコンサートに向けて、

今号では郷古 廉のインタビューをお届けする。

指揮：飯森範親 ヴァイオリン：郷古 廉 ピアノ：関本昌平

　

バ
ッ
ハ
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、ブ
ラ
ー

ム
ス
と
い
う
ド
イ
ツ
の
偉
大
な
る
作
曲

家
た
ち
が
書
い
た
３
つ
の
協
奏
曲
が
演

奏
さ
れ
る
「
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響

楽
団
×
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
Ｖ

ｏ
ｌ
．７
」。
バ
ッ
ハ
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
で
登
場

す
る
郷
古 

廉
は
、
１
９
９
３
年
、
宮

城
県
生
ま
れ
の
気
鋭
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
。
マ
ス
タ
ー
ピ
ー
ス
の
一
つ
で
あ
る

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協

奏
曲
は
、17
歳
で
初
め
て
弾
い
て
以
来
、

最
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
し
た
回
数

が
多
い
作
品
だ
と
い
う
。

　
「
と
は
い
え
、
今
度
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
約
２
年
ぶ
り
に
こ
の
曲
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
る
の
で
、
ま
た
新
し
い
気

持
ち
で
楽
譜
を
読
み
、
作
品
と
向
き

合
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し

て
定
期
的
に
弾
き
続
け
て
い
る
作
品

は
、
自
分
の
変
化
が
よ
く
見
え
る
、
ま

る
で
鏡
の
よ
う
な
存
在
で
す
」

　

こ
の
春
、
２
０
１
７
年
か
ら
３
年
に

わ
た
っ
て
行
っ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ

ナ
タ
全
曲
演
奏
会
を
終
え
た
こ
と
で
、

よ
り
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
人
物
像
が
見

え
て
き
た
と
感
じ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
確
か
に
超
人

的
な
才
能
の
持
ち
主
で
す
が
、一
方
で
、

普
通
の
感
覚
を
持
っ
た
一
人
の
人
間
で

も
あ
っ
た
と
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
頑
固
で
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も

た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
あ
る
意
味
す
ご
く

強
い
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
の
強
さ
は
弱
さ

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
感

じ
ま
す
。
本
当
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
ト
な

の
に
、
そ
れ
を
人
に
知
ら
れ
た
く
な

か
っ
た
。
気
性
が
激
し
く
、
幸
せ
や
愛

情
を
求
め
て
い
る
の
に
、
自
分
か
ら
そ

れ
を
遠
ざ
け
て
、
何
か
を
守
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
思
う

と
、
彼
が
あ
の
よ
う
な
、
次
々
と
全
く

違
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
現
れ
る
音
楽
を

書
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
腑
に
落
ち
る

の
で
す
」

　

始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
美
し
い
音
楽

が
流
れ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
も
、

　
「
単
な
る
牧
歌
的
な
平
和
で
は
な
く
、

精
神
的
な
苦
痛
を
乗
り
越
え
た
上
に

あ
る
、
特
別
な
種
類
の
平
和
」
に
満
ち

た
作
品
だ
と
、
改
め
て
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
郷
古
は
話
す
。

　
「
苦
し
み
の
果
て
に
あ
る
、
穏
や
か

さ
。
そ
う
い
う
も
の
に
、
僕
自
身
と
て

も
共
感
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
ほ

ん
の
少
し
の
悲
し
み
が
隠
さ
れ
た
明
る

さ
と
い
う
も
の
は
、
音
楽
に
と
っ
て
と

て
も
大
切
だ
し
、
こ
れ
を
表
現
す
る
こ

と
は
レ
ベ
ル
の
高
い
作
業
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
微
か
な
苦
し
み
が
、
た
と

え
聴
い
て
い
る
方
に
は
っ
き
り
伝
わ
ら

な
く
て
も
、
意
識
の
深
い
と
こ
ろ
で
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
で
あ
っ
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
」

新
し
い
気
持
ち
で
楽
譜
を
読
み
、

作
品
と
向
き
合
っ
て
み
る

小
学
校
の
頃
か
ら
詩
を
書
い
て
い
た
。

美
し
い
も
の
に
敏
感
だ
っ
た

郷古 廉インタビュー
Interview

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

©Hisao Suzuki©s.yamamoto
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で
す
。
単
に
有
名
な
３
B
だ
と
い
う

の
で
は
な
く
、
そ
こ
を
意
識
し
て
聴
く

と
お
も
し
ろ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」

　

と
こ
ろ
で
、当
日
の
「
ブ
ラ
ー
ム
ス
」

を
担
当
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
関
本
昌
平

に
、
郷
古
か
ら
何
か
質
問
し
て
み
た
い

こ
と
は
？

　
「
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

１
番
の
第
２
楽
章
を
弾
い
て
い
る
と
き

は
、
ど
う
い
う
気
持
ち
に
な
る
の
か
、

聞
い
て
み
た
い
で
す
ね
」

　

こ
の
問
い
か
け
へ
の
回
答
は
、
次
号

の
関
本
昌
平
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
紹
介

予
定
。
お
楽
し
み
に
！

（
取
材
・
文　

高
坂
は
る
香
）

日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール Vol.6

ラフマニノフ＆シベリウス
2つの第2番

Interview

[指揮]飯森範親　[ヴァイオリン]郷古 廉、松浦奈々
[ピアノ]関本昌平　[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
J.S.バッハ：2つのヴァイオリンのための協奏曲 ニ短調 BWV1043（Vn：郷古 廉、
松浦奈々）／ベートーヴェン：ヴァイオリン協奏曲 ニ長調 op.61（Vn：郷古 廉）／ブ
ラームス：ピアノ協奏曲 第1番 ニ短調 op.15（Pf：関本昌平）
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2020.2/24（月･祝） 2:00PM
S 5,500円　A 4,500円 　B 3,500円　（税別）
※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問い合わせください。
[お問合せ]センチュリー・チケットサービス 06-6868-0591
[主催]公益財団法人日本センチュリー交響楽団／ザ・シンフォニーホール

[指揮]飯森範親　[ピアノ]上原彩子
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
-------------------------------------------------
ラフマニノフ：ピアノ協奏曲 第2番 ハ短調 op.18
シベリウス：交響曲 第2番 ニ長調 op.43
-------------------------------------------------
2019.11/3（日・祝） 2:00PM
S 5,500円　A 4,500円　B 3,500円 （税別）
※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問
合せください。
[お問合せ]センチュリー・チケットサービス
06-6868-0591
[主催]公益財団法人日本センチュリー交響楽団／
ザ・シンフォニーホール

　

郷
古
は
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
た
姉
の

発
表
会
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
出
会
い
、

習
い
始
め
る
と
、
13
歳
の
頃
に
は
ユ
ー

デ
ィ
・
メ
ニ
ュ
ー
イ
ン
青
少
年
国
際

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
ジ
ュ
ニ
ア

部
門
に
史
上
最
年
少
で
優
勝
し
た
。
少

年
時
代
は
、
と
て
も
多
感
だ
っ
た
と
い

う
。

　
「
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
も
多

か
っ
た
で
す
が
、
小
学
校
の
1
、
２
年

生
ぐ
ら
い
の
頃
か
ら
詩
も
書
い
て
い
ま

し
た
。
空
や
自
然
の
風
景
な
ど
、
美
し

い
も
の
に
敏
感
だ
っ
た
よ
う
で
す
」

　

し
か
し
「
今
で
も
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は

自
分
の
や
る
べ
き
唯
一
の
こ
と
だ
と
は

思
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
か
ら
驚
く
。

　
「
ず
っ
と
長
く
続
け
て
き
て
、
楽
器

の
中
で
自
分
が
一
番
う
ま
く
弾
け
る
の

が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
だ
か
ら
、
何
か
を
表

現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
弾
い
て
い

る
と
い
う
感
覚
で
す
ね
。
子
供
の
頃
、

あ
ま
り
練
習
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

弾
く
こ
と
の
喜
び
は
大
き
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
続
け
て
い
く
う
ち
、
自
分
は

同
じ
年
の
子
た
ち
の
な
か
で
少
し
う
ま

く
弾
け
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
る

場
面
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
両
親

は
、
そ
う
い
う
と
き
に
も
奢
る
こ
と
が

な
い
よ
う
厳
し
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
現
実
主
義
的
な
考
え
に

な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
（
笑
）、

今
は
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

郷
古
に
と
っ
て
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
は
好
き
な
会
場
の
ひ
と
つ
だ
と

い
う
。

　
「
シ
ッ
ク
な
色
合
い
や
歴
史
あ
る
雰

囲
気
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ス
テ
ー

ジ
が
低
く
、
客
席
が
近
く
に
感
じ
ら
れ

て
、
さ
ら
に
音
響
が
い
い
の
で
弾
い
て

い
て
気
持
ち
の
い
い
ホ
ー
ル
で
す
」

　

そ
ん
な
会
場
で
、
飯
森
範
親
指
揮
、

日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
と
豪

華
ソ
リ
ス
ト
の
共
演
に
よ
り
、「
３
B
」

の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
を
一
度
に
聴
く
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

魅
力
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
だ
ろ

う
か
。

　
「
バ
ッ
ハ
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
存
在
に
強
い

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
、
ブ

ラ
ー
ム
ス
は
作
品
を
生
み
続
け
ま
し

た
。
バ
ッ
ハ
を
原
点
に
激
変
し
た
ド
イ

ツ
音
楽
史
を
、
ご
く
一
部
で
は
あ
る
け

れ
ど
知
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

不動の人気を誇る2つの第2番「ラフマニノフ」、「シベリウス」の楽曲の中でも得に人気のある2つの第2番。
雄大な景色を感じさせる最強のカップリングで、大いに盛り上がること必至！
チケットは好評発売中なので、お早めに！

チケット
残り

わずか！！

ド
イ
ツ
音
楽
史
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。そ
こ
を
意
識
し
て

聴
く
と
お
も
し
ろ
い

指揮 飯森範親

ピアノ 上原彩子

日本センチュリー交響楽団

先行予約：9/19（木） 一般発売：10/5（土）

©Hisao Suzuki
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新
た
な
時
代「
令
和
」と
な
っ
て
、
初
め

て
迎
え
る
大
晦
日
と
元
旦
。
心
地
よ
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
と
名
曲
、
そ
し
て
、
大
切
な
人

と
共
に
過
ご
し
た
い
―
―
。

　
「
欧
米
の
よ
う
に
、
関
西
で
も
気
軽
に

〝
ホ
ン
モ
ノ
〞の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

を
楽
し
み
な
が
ら
、
極
上
で
贅
沢
な
年
越

し
を
！
」と
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

が
、
毎
年
開
い
て
い
る「
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

＆
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」。
今
年
は
、

東
欧
の
文
化
大
国
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
誇
る
、

キ
エ
フ
国
立
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
が
登
場
し
、
彩
り
豊
か
な
名
曲
の
花
束

を
届
け
て
く
れ
る
。

　

キ
エ
フ
国
立
フ
ィ
ル
は
１
９
９
５
年
、ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
キ
エ
フ
で
創
設
。
年
間

50
回
以
上
の
定
期
公
演
の
ほ
か
、
旧
ソ
連

圏
や
独
仏
な
ど
各
国
へ
客
演
。
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
ギ
ド
ン
・
ク
レ
ー
メ
ル
ら
巨
匠
と
の

共
演
も
数
多
い
。
こ
の
実
力
派
集
団
を
率

い
る
の
が
、
創
設
の
翌
年
か
ら
音
楽
監
督

を
務
め
る
ニ
コ
ラ
イ
・
ジ
ャ
ジ
ュ
ー
ラ
。
国

際
的
な
登
竜
門
で
入
賞
を
重
ね
、
タ
ン
グ

ル
ウ
ッ
ド
音
楽
祭
で
は
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン

ら
の
薫
陶
も
受
け
た
気
鋭
の
名
匠
だ
。

　

趣
向
を
凝
ら
し
た
内
容
で
毎
年
、
好
評

を
得
て
い
る「
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
＆
ニ
ュ
ー

イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」。
今
年
は
、ま
ず
、イ

ワ
ン
ナ・
プ
リ
シ
ュ（
ソ
プ
ラ
ノ
）、オ
リ
ガ・

タ
ブ
リ
ナ（
ア
ル
ト
）、
オ
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・

チ
ュ
フ
ピ
ロ（
テ
ノ
ー
ル
）、
ア
ン
ド
リ
ー
・

マ
ス
リ
ャ
コ
フ（
バ
リ
ト
ン
）ら
、耳
の
肥
え

た
現
地
の
聴
衆
も
認
め
た
、
４
人
の
実
力

派
歌
手
を
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
し
、誰
も
が
一
度

は
耳
に
し
た
は
ず
の
、傑
作
オ
ペ
ラ
か
ら
の

数
々
の
名
旋
律
を
軸
に
据
え
る
。

カウントダウンコンサート2019-2020 ＆ ニューイヤーコンサート 2020

©Masashige Ogataアンドリー・マスリャコフ
（バリトン）

イワンナ・プリシュ
（ソプラノ）

オレクサンドル・チュフピロ
（テノール）

大谷康子
（ヴァイオリン）

オリガ・タブリナ
（アルト）

ニコライ・ジャジューラ
（指揮）

カウントダウン＆
ニューイヤーコンサート

ザ・シンフォニーホール

2019→2020

カウントダウンは「展覧会の絵」!
欧米、本場さながらのステージ!

©Masashige Ogata

©Masashige Ogata

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp 4Sinfonia



　

さ
ら
に
、こ
の
キ
エ
フ
国
立
フ
ィ
ル
を
は

じ
め
、各
国
の
第
一
線
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共

演
を
重
ね
る
な
ど
、
国
際
的
な
活
躍
を
続

け
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
名
手
で
、２
０
２
０

年
に
は
デ
ビ
ュ
ー
45
周
年
の
節
目
を
迎

え
る
大
谷
康
子
が
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
登

場
。
や
は
り
、
耳
な
じ
み
の
あ
る
名
旋
律

の
数
々
を
、１
７
０
８
年
製
の
銘
器
ピ
エ
ト

ロ
・
グ
ァ
ル
ネ
リ
の
、艶
や
か
な
音
色
で
紡

ぐ
。
そ
し
て
、
２
つ
の
ス
テ
ー
ジ
と
も
、
朝

日
放
送
の
堀
江
政
生
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
を
務
め
る
。

　

大
晦
日
の
午
後
10
時
か
ら
の
「
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」で
は
、ビ
ゼ
ー「
カ

ル
メ
ン
」か
ら「
ハ
バ
ネ
ラ
」や
プ
ッ
チ
ー
ニ

「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」か
ら「
誰
も
寝
て
は

な
ら
ぬ
」ほ
か
、
選
り
す
ぐ
り
の
名
ア
リ
ア

の
数
々
を
。
大
谷
は
、
サ
ラ
サ
ー
テ「
ツ
ィ

ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
」
や
マ
ス
ネ
「
タ
イ
ス

の
瞑
想
曲
」な
ど
、
珠
玉
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

名
曲
を
披
露
。
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
は
、
ム

ソ
ル
グ
ス
キ
ー
「
展
覧
会
の
絵
」
の
壮
麗

な
サ
ウ
ン
ド
と
共
に
。
そ
し
て
、J.
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス「
ラ
デ
ツ
キ
ー
行
進
曲
」で
、希
望
に

満
ち
あ
ふ
れ
る
新
年
を
迎
え
入
れ
る
。

　

一
方
、「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

は
、元
旦
の
午
後
３
時
開
演
。
大
谷
の
ソ
ロ

に
よ
る
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
「
四
季
」か
ら

「
春
」、ヴ
ェ
ル
デ
ィ
「
椿
姫
」か
ら「
乾
杯
の

歌
」、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
家
に
よ
る
ウ
ィ
ン

ナ
・
ワ
ル
ツ
や
ポ
ル
カ
、さ
ら
に
、チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
「
花
の
ワ
ル
ツ
」ま
で
、
新
年
に

相
応
し
い
、
明
る
い
陽
光
と
喜
び
に
溢
れ

る
名
曲
を
満
載
。
さ
な
が
ら
、〝
音
楽
の
お

年
玉
〞と
言
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

（
文　

笹
田
和
人
）

Review

ホールも鮮やかなお正月モードに
門松、金屏風、樽酒などの装飾も！ いつもに増してあで
やかな雰囲気！

終演後には祝い酒をご用意！
最高の音楽を楽しんだ後は、美酒をお楽しみください。

ステージでは新春の鏡割りも
鏡は円満、開くは末広がり。素晴らしい1年になるように
願って――

ザ・シンフォニーホール カウントダウンコンサート 2019-2020
2019.12/31（火） 10:00PM
※18歳未満の方は保護者の同伴が必要です。
ザ・シンフォニーホール ニューイヤーコンサート 2020
2020.1/1（水・祝） 3:00PM
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
[司会]堀江政生（朝日放送テレビアナウンサー）
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
■2019.12/31 
ビゼー：歌劇「カルメン」より／プッチーニ：歌劇「トゥーランドット」より／マスネ：タイスの瞑想曲★／サラサーテ：
ツィゴイネルワイゼン★／チャイコフスキー：バレエ音楽「白鳥の湖」より／ワーグナー：楽劇「ワルキューレ」よりワル
キューレの騎行／ムソルグスキー：「展覧会の絵」より／Ｊ.シュトラウス：ラデツキー行進曲　ほか
■2020.1/1
ヴィヴァルディ：「四季」より春★／サラサーテ：ツィゴイネルワイゼン★／ヴェルディ：歌劇「椿姫」より乾杯の歌／
ロッシーニ：歌劇「セヴィリアの理髪師」より／チャイコフスキー：「くるみ割り人形」より花のワルツ／Ｊ.シュトラウスⅡ
世：ポルカ「雷鳴と電光」op.324／ワルツ「美しく青きドナウ」／Ｊ.シュトラウス：ラデツキー行進曲　★＝大谷康子
（Vn）
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
[各日]  SS 10,000円　S 8,000円　A 6,000円　B 4,000円 （税別）
※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問合せください。
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

令和初の年越し、
新時代への架け橋を飾る
キエフ国立フィルハーモニー交響楽団

発売中
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大協奏曲 2020
Interview

3大協奏曲 2020 ～次世代を担う未来の巨匠たち～

　

ソ
リ
ス
ト
と
指
揮
者
と
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
が
舞
台
を
飾
る
協
奏
曲
は
、
コ
ン

サ
ー
ト
の
華
に
も
等
し
い
。
そ
の
名
作

が
贅
沢
に
も
３
曲
、若
き
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ

オ
ー
ソ
た
ち
の
競
演
で
そ
ろ
い
踏
み
。

今
や
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
目

玉
企
画
と
し
て
定
着
し
た
感
の
あ
る

「
３
大
協
奏
曲
」だ
。

　

そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
２
０
１
７

年
10
月
14
日
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
の
開
館
35
周
年
記
念
日
に
開
か
れ

た
公
演
だ
っ
た
。
こ
れ
が
超
満
員
を

記
録
し
た
の
は
、ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。

２
０
１
９
年
１
月
６
日
の
第
２
回
公
演

を
経
て
、今
回
が
３
度
目
と
な
る
。

　

ソ
リ
ス
ト
た
ち
の
顔
ぶ
れ
は
壮
観
の

一
言
。
ピ
ア
ノ
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、チ
ェ

ロ
の
３
人
が
、数
珠
つ
な
ぎ
の
宝
石
さ

な
が
ら
に
名
を
連
ね
る
。
次
代
を
担
う

俊
秀
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
と
い

う
基
本
姿
勢
を
貫
き
な
が
ら
、
１
つ
の

演
奏
会
と
し
て
の〝
フ
レ
ッ
シ
ュ
感
〞を

打
ち
出
す
企
画
性
を
維
持
し
て
い
る
点

も
見
逃
せ
ま
い
。

　

た
と
え
ば
第
１
回
か
ら
出
演
を
続

け
る
横
坂 

源
。
２
０
１
７
年
の「
３
大

協
奏
曲
」は
、め
き
め
き
頭
角
を
現
し
て

い
た
チ
ェ
ロ
界
の
ホ
ー
プ
に
、ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
聴
衆
が
接
す
る
好

機
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
弾
い
た
ド
ヴ
ォ

ル
ザ
ー
ク
は
、彼
に
と
っ
て
も
関
西
圏

で
披
露
し
た
初
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
だ
っ

た
と
い
う
。

　

そ
の
横
坂
と
は
桐
朋
音
大
で
学
年

も
近
い
同
窓
生
に
あ
た
る
の
が
、第
１

回
と
第
２
回
に
出
演
し
た
ピ
ア
ノ
の

関
本
昌
平
。
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
に
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
と
い
う
ロ
シ
ア
物
の
王
道

路
線
を
手
が
け
た
彼
は
、
そ
の
余
勢
を

駆
る
か
の
ご
と
く
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
の
リ
サ
イ
タ
ル
も
成
功
さ
せ

て
い
る
。
未
来
を
担
う
若
き
巨
匠
に
重

要
な
登
場
の
機
会
を
与
え
、
キ
ャ
リ
ア

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
ま
で
つ
な
が
る

…
…
。
そ
ん
な
場
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も「
３
大
協
奏
曲
」は
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　

２
０
２
０
年
の
独
奏
陣
は
、
こ
れ
が

数
珠
つ
な
ぎ
の
宝
石
さ
な
が
ら
に

3
人
が
名
を
連
ね
る

3
人
に
と
っ
て
２
０
２
０
年
、

記
念
す
べ
き
一
発
目
の
コ
ン
サ
ー
ト

2017年10月14日。ザ・シンフォニーホールの
35周年を記念日に誕生した3大協奏曲。
“未来の巨匠”とオーケストラの豪華共演、
3つのコンチェルトを一夜にして聴けることで、
初回より注目を集め、満員を記録しました。
今回は、改めてこのコンサートの
見どころをご紹介します。

ピアノ：小林愛実 ヴァイオリン：川久保賜紀 チェロ：横坂 源

～次世代を担う未来の巨匠たち～

©Yuji Hori©Akira Muto ©ワーナーミュージック・ジャパン

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp 6Sinfonia



い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

彼
ら
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
、共
演

相
手
を
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
支
え
る
合
奏

が
持
ち
味
の
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響

楽
団
と
、〝
合
わ
せ
物
〞の
巧
さ
で
も
定

評
の
あ
る
指
揮
者
、飯
森
範
親
と
い
う

点
も
強
調
し
て
お
き
た
い
。
ち
な
み
に

第
１
回
の「
３
大
協
奏
曲
」の
終
演
後
に

は
、
ソ
リ
ス
ト
た
ち
が
誰
か
ら
と
も
な

く「
コ
ン
サ
ー
ト
の
花
束
み
た
い
だ
っ

た
ね
！
」と
口
を
そ
ろ
え
て
談
笑
し
て

い
た
と
い
う
。
そ
ん
な
ス
テ
ー
ジ
、満

喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。（

文　

木
幡
一
誠
）

Interview

[ピアノ]小林愛実　[ヴァイオリン]川久保賜紀　[チェロ]横坂 源
[指揮]飯森範親　[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
--------------------------------------------------------------------------------
ショパン：ピアノ協奏曲 第1番 ホ短調 op.11
ブルッフ：ヴァイオリン協奏曲 第1番 ト短調 op.26
ドヴォルザーク：チェロ協奏曲 ロ短調 op.104、B191
--------------------------------------------------------------------------------
2020.1/5（日） 2:00PM
S 6,000円　A 5,000円　B 4,000円 （税別）
※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問合わせください。
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

[チェロ]横坂 源　[ヴァイオリン]川久保賜紀　[ピアノ]関本昌平
[指揮]山下一史　[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
プログラム
ハイドン : チェロ協奏曲 第1番 ハ長調 Hob.VIIb:1
チャイコフスキー : ヴァイオリン協奏曲 ニ長調 op.35
ラフマニノフ : ピアノ協奏曲 第2番 ハ短調 op. 18

[ヴァイオリン]松田理奈　[チェロ]横坂 源　[ピアノ]関本昌平
[指揮]飯森範親　[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
プログラム
メンデルスゾーン：ヴァイオリン協奏曲 ホ短調 op.64
ドヴォルザーク：チェロ協奏曲 ロ短調 op.104
チャイコフスキー：ピアノ協奏曲 第1番 変ロ短調 op.23

初
登
場
と
な
る
小
林
愛
実
、第
２
回
か

ら
続
投
の
川
久
保
賜
紀
、
そ
し
て
前
述

の
横
坂
。
各
人
が
コ
ン
サ
ー
ト
へ
向
け

て
の
抱
負
を
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
く

れ
た
。

小
林「
２
０
２
０
年
を
新
し
い
気
持
で

迎
え
、素
晴
ら
し
い
年
を
始
め
ら
れ
る

よ
う
に
、
お
客
様
と
一
緒
に
楽
し
み
た

い
で
す
。
シ
ョ
パ
ン
、
ブ
ル
ッ
フ
、
ド

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
と
、
み
ん
な
で
一
緒
に

た
く
さ
ん
の
音
楽
を
楽
し
め
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
」

川
久
保「
昨
年
と
は
ま
た
違
う
雰
囲
気

で
お
届
け
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ

て
い
ま
す
、全
部
す
ご
く
心
に
キ
ュ
ン

と
来
る
作
品
で
す
。
シ
ョ
パ
ン
の
若
き

日
の
初
恋
の
想
い
そ
し
て
、
ド
ヴ
ォ
ル

ザ
ー
ク
の
第
２
楽
章
も
す
ご
く
感
動
す

る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
１
年

の
始
ま
り
に
そ
う
い
う
も
の
を
感
じ
ら

れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
で
、皆
さ
ん
も

た
ぶ
ん
キ
ュ
ン
と
な
る
と
思
い
ま
す
！　

そ
ん
な
ワ
ク
ワ
ク
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
な

の
で
、私
も
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」

横
坂「
僕
も
新
年
初
め
て
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
な
り
ま
す
。
３
回
連
続
で
の
出

演
と
な
り
ま
す
が
、
３
大
協
奏
曲
に
来

て
く
だ
さ
る
大
阪
の
お
客
様
に
、親
し

み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
て
い
た
ら
嬉
し

い
で
す
。
再
び
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
を
弾

き
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
演
奏
も
変
わ
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
ド
ヴ
ォ
ル

ザ
ー
ク
の
世
界
を
体
感
で
き
た
ら
嬉
し

こ
の
3
大
協
奏
曲
は
、

「
コ
ン
サ
ー
ト
の
花
束
み
た
い
」

2 019.1月6日2017.10月14日

発売中
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現
代
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
絶
え

ず
進
化
し
て
い
る
レ
ジ
ェ
ン
ド
は
と
問

え
ば
、ほ
ぼ
す
べ
て
の
人
が
、「
チ
ョ
ン
・

キ
ョ
ン
フ
ァ
」と
答
え
る
だ
ろ
う
。
そ

の
彼
女
が
10
月
に
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
に
戻
っ
て
く
る
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
必
ず
聴
衆
に
大

き
な
感
動
を
与
え
る
チ
ョ
ン
・
キ
ョ
ン

フ
ァ
で
あ
る
が
、そ
の
た
め
の
勉
強
、精

神
修
養
、体
力
作
り
に
か
け
る
熱
意
は

71
歳
に
な
っ
た
と
い
う
人
間
に
と
っ
て

は
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
る
。
あ
く

ま
で
真
摯
に
作
曲
家
の
意
図
を
読
み

取
り
、
そ
の
作
曲
家（
作
品
）の
伝
達
者

の
１
人
で
あ
る
と
い
う
態
度
は
完
全
に

貫
い
て
い
る
が
、作
曲
者
の
意
図
を
汲

む
た
め
に
自
己
を
追
い
込
む
姿
勢
は
す

チョン・キョンファ
Review チョン・キョンファ ヴァイオリン リサイタル 2019

さ
ま
じ
い
も
の
が
あ
る
。
作
品
の
裏
に

潜
む
す
べ
て
を
そ
の
時
点
の
自
分
な
り

に
掘
り
起
こ
す
た
め
に
、ス
コ
ア
・
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
と
個
人
練
習
を
行
う
。
そ
し

て
考
え
る
。
そ
し
て
ま
た
弾
く
、
の
サ

イ
ク
ル
を
ひ
た
す
ら
行
う
。
そ
れ
ら
の

行
為
は
肉
体
的
に
非
常
に
高
い
レ
ヴ
ェ

ル
を
維
持
す
る
た
め
に
も
役
立
つ
が
、

た
と
え
長
い
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
何
度
も

弾
い
た
曲
で
あ
っ
て
も
、
ひ
と
た
び
次

回
ス
テ
ー
ジ
に
載
せ
る
と
決
め
た
曲
目

な
ら
、再
び
見
つ
め
直
す
こ
と
は
当
た

り
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　

過
去
、曲
目
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

た
び
た
び
あ
っ
た
の
は
、
ど
う
し
て
も

今
の
自
分
で
は
作
曲
者
の
意
図
を
汲
み

取
れ
ず
、聴
衆
に
対
し
て
演
奏
し
て
は

失
礼
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

チ
ョ
ン
・
キ
ョ
ン
フ
ァ
は
こ
の
レ

ヴァイオリン リサイタル 2019

強鞄な精神力、万事を徹底する信念。一流ヴァイオリニストが
全身全霊で届ける、オール・ブラームス プログラム
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[ヴァイオリン]チョン・キョンファ
[ピアノ]ケヴィン・ケナー ※当初の予定よりピアニストが変更になりました。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
オール・ブラームス・プログラム:ソナタ 第1番 ト長調 op.78「雨の歌」
／ソナタ 第2番 イ長調op.100／ソナタ 第3番 ニ短調 op.108
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.10/4（金） 7:00PM
S 10,000円　A 7,000円　B 5,000円 （税込）
[お問合せ]エス・ピー・エース 06-6204-0412
[主催]エス・ピー・エース／ザ・シンフォニーホール

発売中
が
、ス
テ
ー
ジ
を
離
れ
れ
ば
、話
好
き
な

優
し
い
お
母
さ
ん
で
あ
る
。
終
演
後

の
サ
イ
ン
会
が
長
引
く
の
は
そ
の
た
め

で
あ
る
。
一
人
一
人
の
聴
衆
が
今
回
の

演
奏
会
を
楽
し
ん
で
満
足
し
て
も
ら

え
た
か
を
直
接
確
認
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ソ

ウ
ル
の
自
宅
で
は
２
匹
の
家
族
と
同
居

し
て
お
り
、そ
の
小
型
犬
の
名
前
は
、オ

ス
が
ヨ
ハ
ネ
ス
、
メ
ス
が
ク
ラ
ラ
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
は
紛
れ
も
な

く
、深
い
感
情
で
結
ば
れ
て
い
た
が
、つ

い
に
結
婚
は
し
な
か
っ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・

ブ
ラ
ー
ム
ス
と
ク
ラ
ラ
・
シ
ュ
ー
マ
ン

に
起
因
し
て
い
る
。　

　

チ
ョ
ン
・
キ
ョ
ン
フ
ァ
は
こ
と
さ
ら

温
か
く
滋
味
深
い
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
音
楽

が
お
気
に
入
り
で
あ
る
。

ヴ
ェ
ル
の
演
奏
家
と
し
て
は
珍
し
く
、

他
の
演
奏
家
の
演
奏
会
も
た
と
え
そ
れ

が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
っ
た
り
オ
ペ
ラ

で
あ
っ
て
も
頻
繁
に
通
っ
て
作
曲
の
全

体
像
を
さ
ら
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
り

自
分
の
立
ち
位
置
を
客
観
的
に
確
認
し

た
り
す
る
数
少
な
い
演
奏
家
で
あ
り
、

そ
れ
は
全
世
界
で
聴
衆
の
支
持
を
受
け

て
い
る
理
由
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。　
　

　

そ
し
て
彼
女
は
演
奏
会
を
聴
衆
と
共

に
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
彼
女

が
演
奏
会
の
最
後
の
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル

で
聴
衆
に
向
か
っ
て
大
き
な
ハ
ー
ト
を

手
で
描
く
の
は
、音
楽
を
通
じ
て
そ
こ

に
い
る
全
員
が
ひ
と
つ（
ワ
ン
ハ
ー
ト
）

に
な
れ
た
こ
と
を
喜
び
、皆
と
分
か
ち

合
え
た
感
謝
の
し
る
し
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
チ
ョ
ン
・
キ
ョ
ン
フ
ァ
の

厳
し
さ
を
中
心
に
書
い
て
し
ま
っ
た

大
き
な
ハ
ー
ト
を
手
で
描
く
の
は

ひ
と
つ
に
な
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp 8Sinfonia



Review 大植英次×「英雄の生涯」

団
に
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
機
動
性
を
も

た
ら
し
た
。

　

ま
た
、
街
角
で
気
軽
に
音
楽
演
奏

に
触
れ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
「
大
阪
ク
ラ

シ
ッ
ク
」
も
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
、
一
般
の
人
々
に
親
し
み

あ
る
存
在
と
し
て
、
印
象
付
け
る
こ
と

に
も
成
功
。
２
０
１
２
年
に
音
楽
監
督

を
退
任
し
た
後
も
、
桂
冠
指
揮
者
と
し

て
大
阪
フ
ィ
ル
と
良
好
な
関
係
を
保
ち

続
け
、
折
に
触
れ
て
共
演
。
２
度
に
わ

た
る
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
の

〝
凄
演
〞
も
、
そ
ん
な
気
心
の
知
れ
た

両
者
だ
か
ら
こ
そ
、
成
し
得
た
と
言
え

よ
う
。

　

そ
し
て
、
大
植
に
と
っ
て
、
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
、
ま
さ
に
〝
特

別
な
場
所
〞
だ
。「
た
だ
、
音
が
良
い

だ
け
で
な
く
、
サ
イ
ズ
と
形
が
素
晴
ら

し
い
。
た
と
え
指
揮
を
し
て
い
て
背
を

向
け
て
い
て
も
、
お
客
様
の
表
情
や
息

遣
い
が
分
か
り
ま
す
」
と
大
植
。「
私

に
と
っ
て
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
と
言
え
ば
、
朝
比
奈
先
生
。
先
生
な

ら
何
を
演
奏
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
る
」
と
も
。

　

今
回
、
そ
ん
な
大
植
が
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
結
実
さ
せ
た
の
が
、Ｒ
．
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
交
響
詩
の
〝
集
大

成
〞
で
あ
る
「
英
雄
の
生
涯
」。
起
伏

に
富
ん
だ
楽
想
は
、
大
植
の
持
ち
味
に

相
応
し
い
。
シ
リ
ー
ズ
化
を
見
越
し
て
、

「
気
が
付
い
た
ら
、
凄
い
歴
史
が
始
ま
っ

て
い
た
、
と
な
れ
ば
面
白
い
」
と
語
っ

て
い
た
名
匠
。
一
昨
年
に
取
り
上
げ
た
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
英
雄
」
と
呼
応
さ

せ
る
意
図
も
あ
る
の
か
も
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
朝
比

奈
と
の
名
演
で
一
世
を
風
靡
し
た
大
阪

フ
ィ
ル
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
〝
伝
統
の

十
八
番
〞
で
あ
り
、
２
０
２
０
年
に
生

誕
２
５
０
年
を
迎
え
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
交
響
曲
か
ら
、
第
７
番
を
披
露
。

鮮
烈
な
リ
ズ
ム
遣
い
で
、
ワ
ー
グ
ナ
ー

を
し
て
「
舞
踊
の
神
格
化
」
と
絶
賛
せ

し
め
た
傑
作
も
、
ま
た
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
大
植
の
音
楽
創
り
に
マ
ッ
チ
し
て

い
る
。
名
匠
は
果
た
し
て
、
２
つ
の
作

品
を
ど
う
共
鳴
さ
せ
て
ゆ
く
の
か
。
か

つ
て
大
阪
フ
ィ
ル
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
あ
っ
た
「
エ
イ
ジ
・
オ
ブ
・
エ
イ

ジ
（
英
次
の
時
代
）」
が
い
ま
だ
進
行

中
な
の
だ
と
、
実
感
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
文　

笹
田
和
人
）

特別な場所で繰り広げる“凄演”
伝統の十八番で圧倒する！

[指揮]大植英次
[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
---------------------------------------------------------------
ベートーヴェン：交響曲 第7番 イ長調 op.92
R.シュトラウス：交響詩「英雄の生涯」op.40, TrV 190
---------------------------------------------------------------
2020.1/25（土） 3:00PM
S 6,500円　A 5,500円　B 4,500円 （税別）
※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問合せ下さい。
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール／
公益社団法人大阪フィルハーモニー協会

　

圧
倒
的
な
迫
力
で
迫
る
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
「
交
響
曲
第
７
番
」
と
リ
ヒ
ャ

ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
「
英
雄
の
生
涯
」。

こ
れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
感

動
が
お
約
束
で
き
よ
う
。

　

昨
年
３
月
に
は
「
英
雄
」
×
「
ア

ル
プ
ス
交
響
曲
」、
今
年
１
月
に
は
Ｒ
．

コ
ル
サ
コ
フ
「
シ
ェ
エ
ラ
ザ
ー
ド
」
×

ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
「
春
の
祭
典
」

と
、〝
凄
演
〞
を
連
発
、
聴
衆
を
熱
狂

さ
せ
て
き
た
大
植
英
次
と
大
阪
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
。
こ
の
〝
黄
金

タ
ッ
グ
〞
が
再
び
帰
っ
て
来
る
。

　

米
ミ
ネ
ソ
タ
管
や
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
北

ド
イ
ツ
放
送
フ
ィ
ル
な
ど
、
世
界
各
地

の
第
一
線
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
シ
ェ
フ
を

歴
任
し
て
き
た
大
植
。
２
０
０
５
年

に
は
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
バ
イ

ロ
イ
ト
音
楽
祭
で
指
揮
し
て
話
題
に
。

２
０
０
３
年
か
ら
８
年
間
の
大
阪
フ
ィ

ル
音
楽
監
督
時
代
に
は
、
前
任
者
の
巨

匠
・
朝
比
奈
隆
が
築
き
上
げ
た
サ
ウ
ン

ド
を
尊
重
す
る
一
方
、
持
ち
前
の
瑞
々

し
く
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
指
揮
ぶ
り
と
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
音
楽
創
り
で
、
名
門
楽

発売中

大植英次 ×「英雄の生涯」

そ
の
起
伏
に
富
ん
だ
楽
想
は

大
植
の
持
ち
味
に
相
応
し
い
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横
坂 

源
は
、最
も
多
忙
な
チ
ェ
ロ
奏

者
の
ひ
と
り
だ
。
横
坂
が
チ
ェ
ロ
を
始

め
た
の
は
4
歳
の
頃
。
子
ど
も
の
頃

の
夢
は
、〝
マ
イ
ス
キ
ー
に
な
り
た
い
〞

だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
見
た
目
も
神
様
が
チ
ェ
ロ
を
弾
い

て
い
る
よ
う
で
、本
当
に
神
様
が
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

　

そ
の
夢
に
向
け
て
、小
学
校
高
学
年

か
ら
毛
利
伯
郎
氏
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け

る
た
め
に
、毎
週
新
潟
か
ら
東
京
ま
で

往
復
す
る
生
活
が
始
ま
る
。
練
習
時
間

も
長
時
間
な
の
で
は
と
思
い
き
や
―
―

　
「
小
さ
な
頃
は
、父
も
教
え
て
く
れ
て

い
た
の
で
す
が
仕
事
が
あ
る
の
で
、
１

日
の
う
ち
１
時
間
だ
け
。（
そ
の
練
習
時

間
は
）高
校
ま
で
続
き
ま
し
た
」

　

13
歳
で
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
初

共
演
。
高
校
入
学
直
前
に
は
、小
澤
征

爾
と
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
共
演
を
果

た
す
。

　
「〝
2
階
の
一
番
向
こ
う
の
お
客
様
ま

で
音
を
届
け
て
ご
ら
ん
〞と
言
わ
れ
た

こ
と
を
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」

　

そ
の
後
、高
校
時
代
に
コ
ン
サ
ー
ト

で
聴
い
た
ジ
ャ
ン
＝
ギ
ア
ン
・
ケ
ラ
ス

に
感
動
し
、何
度
か
レ
ッ
ス
ン
を
受
け

た
。
の
ち
に
本
人
か
ら「
ド
イ
ツ
へ
来

ま
す
か
？
」と
声
を
掛
け
ら
れ
、渡
独
を

決
意
。
そ
し
て
２
０
１
０
年
に
は
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
2
位
を

受
賞
し
、世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
る
。

Interview elegｙ エレジー  横坂源 チェロ・リサイタル

　
「
大
学
在
学
中
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル

ト
放
送
交
響
楽
団
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に

在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を
い
た
だ
い
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か
ら『
首

席
で
』と
声
が
か
か
り
、期
間
限
定
で
そ

の
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
ま
し
た
」

　

帰
国
後
は
リ
サ
イ
タ
ル
を
は
じ
め
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
、室
内
楽
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
、幅
広
く
活
躍
し
て
い

る
が
、近
年
は「
3
大
協
奏
曲
」に
連
続

で
出
演
す
る
な
ど
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
演
奏
す
る
機
会
も
多
い
。

　
「
弦
楽
器
に
と
っ
て
響
き
が
と
て
も

良
い
の
で
す
。
精
神
的
に
も
肉
体
的
に

も
楽
で
す
し
、大
好
き
で
す
。
大
阪
入

り
す
る
と
、夜
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て

い
ま
す
。
リ
ハ
ー
サ
ル
が
終
わ
っ
た
後

に
30
分
か
ら
１
時
間
く
ら
い
走
る
。
走

ら
ず
に
翌
日
を
迎
え
る
と
神
経
質
に
な

り
、細
か
い
こ
と
を
気
に
し
て
し
ま
う

の
で
、良
い
状
態
で
コ
ン
サ
ー
ト
に
臨

め
な
い
の
で
す
」

　

満
を
持
し
て
決
定
し
た
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
の
リ
サ
イ
タ
ル
。

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
前
半
は
、玉
手
箱
の
よ

う
な
色
々
な
性
格
の
小
品
で
、後
半
は

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の《
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
》

で
す
。
彼
は《
交
響
曲
第
１
番
》が
酷
評

さ
れ
て
精
神
的
な
病
に
か
か
り
、
そ
こ

か
ら
復
活
し
て
い
く
な
か
、有
名
な《
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
第
２
番
》で
称
賛
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
書
か
れ
た
の
が《
チ
ェ

ロ
・
ソ
ナ
タ
》。
暗
闇
を
経
て
光
を
感

じ
て
い
る
時
期
に
書
か
れ
た
曲
で
す
。

フ
ォ
ー
レ
の《
エ
レ
ジ
ー
》は
亡
く
な
っ

た
方
へ
の
音
楽
。
こ
の
２
曲
が
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
軸
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

最
後
に
こ
の
リ
サ
イ
タ
ル
へ
の
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
、
ス
テ
ー

ジ
や
客
席
の
垣
根
を
越
え
、音
楽
、奏

者
、
そ
し
て
お
客
様
と
の
心
の
や
り
と

り
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
体
感
す
る
こ
と
の

で
き
る
素
晴
ら
し
い
ホ
ー
ル
で
す
。
信

頼
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
萩
原
麻
未
さ
ん

と
共
に
、喜
び
に
溢
れ
、時
に
切
実
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
作
曲
家
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
会
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
様

と
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
た
ら
幸
い

で
す
。
お
会
い
で
き
る
日
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
」

（
文　

道
下
京
子
）

elegy

満を持してリサイタル決定！
「今の自分のすべてを
ステージで出す」

エレジー

横坂 源
チェロ・リサイタル

[チェロ]横坂 源　[ピアノ]萩原麻未
-------------------------------------------------------------------------
J.S.バッハ：プレリュード ～無伴奏チェロ組曲 第１番より／カサド：親愛な
る言葉／フォーレ：エレジー op.24／夢のあとに／ファリャ：火祭りの踊
り／シューマン：アダージョとアレグロ op.70／ラフマニノフ：ヴォカリー
ズ op.34-14／チェロ・ソナタ ト短調 op.19　ほか
-------------------------------------------------------------------------
2020.3/14（土） 7:00PM
全席指定 3,000円 （税別）
※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問い合わせください。
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

Interview

撮影：鈴木久美子

先行予約：9/19（木） 一般発売：10/5（土）

GEN YOKOSAKA 

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

作
曲
家
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
会
場
に

い
る
皆
様
と
分
か
ち
合
い
た
い
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外村理紗
Interview 外村理紗 ヴァイオリンリサイタル

ナ
ポ
リ
ス
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
時
、公
式

伴
奏
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、温

か
く
お
声
が
け
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
う

し
て
ご
一
緒
で
き
る
の
は
、嬉
し
く
て

光
栄
。
何
よ
り
、と
て
も
楽
し
み
で
す
」

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
始
め
た
の
は
、
３

歳
。「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
母
が
、自

宅
で
の
レ
ッ
ス
ン
中
、
そ
の
音
に
合
わ

せ
、箱
と
鉛
筆
を
持
っ
て
ず
っ
と
弾
き

真
似
を
し
て
い
た
と
か
。
み
か
ね
た
祖

母
が
、『
楽
器
を
買
っ
て
あ
げ
た
ら
？
』

と
言
っ
て
く
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
」

　

楽
器
に
寄
り
添
う
よ
う
に
、弾
く
姿

が
印
象
的
。「
私
に
は
少
し
大
き
い
楽

器
で
す
が
、
ど
ん
な
姿
勢
や
弓
の
通
り

が
一
番
良
い
音
を
引
き
出
せ
る
の
か
、

試
行
錯
誤
の
日
々
で
す
」。
そ
し
て
、音

楽
を「
自
然
や
人
の
心
情
を
表
す
」存

在
と
捉
え
て
い
る
と
い
う
。

　
「
例
え
ば
、自
然
も
、穏
や
か
で
小
鳥

が
囀
る
時
も
あ
れ
ば
、雷
が
鳴
り
、大

嵐
が
来
る
こ
と
も
。
そ
ん
な
情
景
や

言
葉
に
で
き
な
い
機
微
ま
で
表
現
で

き
る
は
ず
。
で
も
、
そ
れ
を
表
現
す
る

に
は
、楽
譜
だ
け
で
な
く
、作
曲
家
が

何
を
表
現
し
た
か
っ
た
の
か
を
知
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
作
曲
の
経
緯
や
時

代
性
、作
曲
者
個
人
に
つ
い
て
よ
く
学

び
、作
品
を
好
き
に
な
る
の
が
、大
切

だ
と
思
い
ま
す
」

　

憧
れ
の
存
在
は「
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
オ
イ

ス
ト
ラ
フ
と
、学
ん
で
い
る
先
生
方
」と

言
う
外
村
。「
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、思
い
や
り
あ
る
温
か
い
人
に

な
り
た
い
、と
い
う
の
が
、幼
い
頃
か
ら

の
夢
で
し
た
。
そ
の
上
で
、私
の
演
奏

を
聴
い
て
下
さ
っ
た
方
々
が
、少
し
で

も
元
気
に
な
っ
た
り
、癒
さ
れ
た
り
、勇

気
が
出
せ
た
り
で
き
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
に
な
れ
れ
ば
」と
語
っ
た
。

（
文　

笹
田
和
人
）

今
か
ら
注
目
し
て
お
き
た
い
ス
ー
パ
ー
高
校
生
。

ザ
・シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
初
登
場
！

ヴァイオリン・リサイタル
R i s a  H o k a m u r a

[ヴァイオリン]外村理紗　[ピアノ]江口 玲
-------------------------------------------------------------------------
クライスラー：プニャーニの様式によるプレリュードとアレグロ／中国の太鼓 
op.3／チャイコフスキー：ワルツ・スケルツォ op.34／憂鬱なセレナード op.26
／サラサーテ：スペイン舞曲集 op.23 第2番「サパテアード」／ツィゴイネルワイ
ゼン op.20／ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ第7番 ハ短調 op.30-2／フ
ランク：ヴァイオリン・ソナタ イ長調 FWV8
-------------------------------------------------------------------------
2020.2/21（金） 7:00PM
全席指定 3,000円 （税別）
※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問い合わせください。
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

　

艶
や
か
な
音
色
と
溢
れ
る
歌
心
、

瑞
々
し
い
感
性
。
ま
だ
現
役
高
校
生

な
が
ら
、心
を
揺
ら
す
音
楽
を
紡
ぎ
出

す
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
外
村
理
紗
。

昨
秋
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
国
際
コ

ン
ク
ー
ル
で
２
位
入
賞
を
果
た
す
な

ど
、実
績
を
重
ね
る
若
手
実
力
派
が
、

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
初
登
場

し
、２
つ
の
名
ソ
ナ
タ
を
軸
と
し
た
、名

曲
の
花
束
を
届
け
て
く
れ
る
。

　
「
作
品
の
魅
力
を
最
大
限
に
お
届
け

で
き
る
演
奏
会
に
し
た
い
で
す
。
意
識

的
に
個
性
の
異
な
る
曲
を
選
ん
だ
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
や
物
語
を
、感

じ
取
っ
て
頂
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
」

Interview

先行予約：9/19（木） 一般発売：10/5（土）

　

柱
の
一
つ
に
は
、
フ
ラ
ン
ク
の
ソ
ナ

タ
。「
次
に
リ
サ
イ
タ
ル
の
機
会
を
頂
い

た
ら『
絶
対
に
弾
き
た
い
』と
考
え
て
い

た
」と
言
う
。
そ
し
て
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
ソ
ナ
タ
は
、第
7
番
を
セ
レ
ク
ト
。　

　
「
第
７
番
は
個
人
的
に
は
と
て
も
気

に
入
っ
て
い
る
の
で
す
が
、一
般
的
に

は
余
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、

皆
様
に
聴
い
て
頂
き
た
い
で
す
」

　

さ
ら
に
、ス
テ
ー
ジ
前
半
で
は
、６
つ

の
小
品
を
聴
か
せ
る
。

　
「
思
い
入
れ
あ
る
、大
好
き
な
曲
ば

か
り
。
小
品
は
ア
ン
コ
ー
ル
で
弾
か
れ

が
ち
で
す
が
、実
は
、名
曲
で
溢
れ
て
い

ま
す
」

　

今
回
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、初
共
演
と

な
る
ピ
ア
ノ
の
江
口
玲
。「
イ
ン
デ
ィ
ア

演
奏
を
聴
い
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
が

元
気
に
な
れ
る
よ
う
に
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ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
ま
し
た
し
、生
き

方
に
対
し
て
答
え
を
見
つ
け
る
こ
と
が

重
要
だ
っ
た
。
お
そ
ら
く
聖
書
を
何
回

も
、深
く
深
く
、読
ん
で
い
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
か
ら
出
て
く

る
音
楽
は
違
い
ま
す
よ
ね
」

　

筆
者
は
バ
ッ
ハ
の
音
楽
を
聴
い
た
と

き
、心
の
中
が
浄
化
さ
れ
る
よ
う
な
心

地
に
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。「
ど

こ
ま
で
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
神
の

御
言
葉
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
と
し
て
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
し
っ
か
り
大
切
に
し
て

演
奏
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

次
回
は
、冨
田
が
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
腕
を

磨
き
、経
験
を
積
ん
だ
ド
イ
ツ
留
学
中

に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
く
。

（
取
材
・
文　

金
子
真
由
）

バッハ国際コンクール優勝

冨田一樹
バッハ名曲
決定版

Kazuki Tomita Interview Vol.1
バッハに導かれるように生まれた、オルガニストへの道

　

バ
ッ
ハ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
人

初
の
優
勝
を
果
た
し
た
冨
田
一
樹
さ

ん
。
オ
ル
ガ
ン
に
魅
了
さ
れ
、
オ
ル
ガ

ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
ま
で
の
歩
み

を
伺
っ
た
。
連
載
で
お
届
け
す
る
。

　

運
命
の
出
会
い
は
、中
学
１
年
生
の

頃
に
聞
い
た
バ
ッ
ハ
の
Ｃ
Ｄ
に
入
っ
て

い
た
オ
ル
ガ
ン
曲
だ
っ
た
。

　
「
荒
々
し
か
っ
た
り
、包
ま
れ
る
よ
う

だ
っ
た
り
、多
彩
な
音
色
を
持
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
も

う
一
つ
は
、
た
っ
ぷ
り
と
響
く
ハ
ー
モ

ニ
ー
。『
こ
の
楽
器
は
面
白
い
な
』と
思

い
ま
し
た
」

　

近
所
の
教
会
の
オ
ル
ガ
ン
で
練
習
し

な
が
ら
、
オ
ル
ガ
ン
の
作
曲
に
も
興
味

を
持
ち
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
対
位
法
な
ど

を
勉
強
し
た
。
気
が
付
く
と
、
テ
レ
ビ

な
ど
で
流
れ
て
く
る
音
に
対
し
て
、『
こ

れ
は
、こ
の
和
音
だ
な
』と
分
析
し
て
し

ま
う
ほ
ど
に
。「
子
ど
も
が
ブ
リ
キ
の
お

も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
て
、
そ
の
仕
組
み

を
知
り
た
く
て
パ
カ
ッ
と
開
け
て
調
べ

る
み
た
い
な
。
そ
う
い
う
感
じ
と
似
て

い
る
と
思
い
ま
す
」。

[オルガン]冨田一樹
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
オール バッハ・プログラム：前奏曲とフーガ イ短調 BWV543／おお人よ、汝
の罪の大いなるを嘆け BWV622／「マルチェロのアダージョ」（オーボエ協
奏曲より第2楽章） BWV974-2／前奏曲とフーガ ハ長調 BWV531／ト
リオ ニ短調 BWV583／主よ、人の望みの喜びよ BWV147／パッサカリア 
ハ短調 BWV582
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2020.3/21（土） 7:00PM
全席指定 2,000円 （税別）
※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問い合わせください。
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

　

そ
ん
な
研
究
肌
の
性
格
は
、高
校
生

に
な
り
、
さ
ら
に
開
花
す
る
。
ゲ
ー
ム

好
き
で
ゲ
ー
ム
音
楽
に
興
味
を
持
ち
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
音
楽
を
作
る
Ｄ
Ｔ

Ｍ（
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
）に

没
頭
。「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
表
現
力
の

幅
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
テ
ン
ポ
感

な
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
正
確
さ
を

自
分
に
移
植
で
き
な
い
か
と
考
え
て
オ

ル
ガ
ン
を
練
習
し
て
い
く
と
、
と
て
も

細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
表
現
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」。

　

こ
う
し
て
、
３
０
０
年
以
上
の
時
を

経
て
バ
ッ
ハ
に
導
か
れ
る
よ
う
に
、自

然
と
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
へ
の
一
本
道
が
生

ま
れ
て
い
っ
た
。

　

バ
ッ
ハ
の
誕
生
日
で
あ
る
、来
年
３

月
21
日
に
、《
バ
ッ
ハ
名
曲
決
定
版
》が
、

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
る
。
本
公
演
で
演
奏
す
る
冨
田
に
、

大
作
曲
家
の
人
物
像
を
尋
ね
て
み
た
。

「
そ
こ
ま
で
拘
ら
な
く
て
も
、と
思
う
の

で
す
が
、『
い
や
、そ
こ
を
拘
る
ん
や
』と

い
う
頑
固
さ
が
楽
譜
か
ら
は
見
え
ま
す

ね
」と
語
る
。

　

バ
ッ
ハ
は
精
神
を
研
ぎ
澄
ま
し
、楽

譜
に
何
を
込
め
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。

　
「
10
歳
ぐ
ら
い
の
と
き
に
、立
て
続

け
に
両
親
を
亡
く
し
、
１
回
目
の
奥
さ

ん
と
は
死
別
し
て
、子
ど
も
も
半
分
は

幼
児
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
現
代
の

人
よ
り
は
ず
っ
と
、死
に
近
い
感
覚
を

持
っ
て
い
る
。
人
間
関
係
で
色
ん
な
ト

オルガン：冨田一樹

先行予約：9/19（木） 一般発売：10/5（土）

ザ・シンフォニーホールが誇る、大人気オルガンコンサート

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

Interview
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©Mari Kusakari

オ
ル
ガ
ン
：
大
木
麻
理

プロジェクション・マッピング×
パイプオルガン

GIFT 
～クリスマスキャロル2019～

ザ・シンフォニーホール

クリスマス
オルガンコンサート

2019

新シリーズ遂に誕生！
煌びやかな光と多彩な音色を楽しむイヴの夜！

一年に一度、美しく荘厳な音色が
あなたの心をホッと温めてくれる。

　

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
の
夜
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
興
奮
と
感
動
を
呼
ぶ〝
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
×
オ
ル
ガ
ン
〞の
新
企
画
が

誕
生
！ 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に
な
っ
て

楽
し
め
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
コ
ン
サ
ー
ト
だ
。

　

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
大
木
麻
理
が
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ

「『
も
ろ
び
と
こ
ぞ
り
て
』に
よ
る
変
奏
曲
」、
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
「『
く
る
み
割
り
人
形
』よ
り〝
金

平
糖
の
精
の
踊
り
〞」、
さ
ら
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
メ

ド
レ
ー
な
ど
を
演
奏
。
心
弾
む
よ
う
な
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
華
や
か
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
登
場
。
オ
ル
ガ
ン
の

音
色
に
誘
わ
れ
、
ま
る
で
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ト

ナ
カ
イ
が
ホ
ー
ル
に
や
っ
て
来
る
よ
う
に
、客
席

の
目
の
前
に
現
れ
、イ
ブ
の
夜
を
楽
し
く
彩
る
。

　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
運
ん
で
き
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
箱
を
開
け
る
よ
う
に
、ワ
ク
ワ
ク
、ド
キ
ド
キ
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
、是
非
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
文　

金
子
真
由
）

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
３
７
３
２
本
の

パ
イ
プ
か
ら
豊
か
な
オ
ル
ガ
ン
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

響
き
渡
る
と
、教
会
の
ス
テ
ン
ド
ガ
ラ
ス
の
煌
め

き
の
よ
う
に
、美
し
く
荘
厳
な
音
色
に
包
ま
れ
る
。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、12
月
に
な
る

と
大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
飾
ら
れ
、毎
年

完
売
を
記
録
す
る
大
好
評
の
ク
リ
ス
マ
ス 

オ
ル

ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
る
。
今
年
は
、第

３
回
ブ
ク
ス
テ
フ
ー
デ
国
際
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
で
日
本
人
初
の
優
勝
を
受
賞
し
た
大
木
麻
理
が

登
場
す
る
。

　

本
公
演
は
、『
お
客
様
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
な
れ
ば
』と
セ
レ
ク
ト
し
た
作
品
が
並
ぶ
。

「
ホ
ワ
イ
ト
・
ク
リ
ス
マ
ス
」「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

や
っ
て
き
た
」な
ど
、誰
も
が
こ
の
時
期
に
口
ず
さ

ん
で
し
ま
う
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
オ
ル
ガ
ン
の
魅
力
に

た
っ
ぷ
り
と
浸
る
こ
と
の
で
き
る
ク
リ
ス
マ
ス
の

名
曲
が
集
め
ら
れ
た
。

　

大
木
麻
理
が
演
奏
す
る
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
は
、

モ
ミ
の
木
に
灯
り
を
と
も
す
よ
う
に
温
か
な
心
地

に
さ
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

（
文　

金
子
真
由
）

[オルガン]大木麻理
-----------------------------------------------------------
ジョーンズ：「もろびとこぞりて」による変奏曲★／J.S.バッハ：主
よ、人の望みの喜びよ BWV147／J.S.バッハ・C.グノー：アヴェ・マ
リア／チャイコフスキー：「くるみ割り人形」より★ “金平糖の精の踊
り”  “花のワルツ”／フランスのキャロル−荒野の果てに★／クリス
マスメドレー★ 神の御子は－ホワイトクリスマス－赤鼻のトナカイ
－サンタクロースがやって来た／ヴィドール：「オルガン交響曲 第
5番」より “トッカータ”
★＝プロジェクション・マッピング付き
-----------------------------------------------------------
2019.12/24（火） 7:00PM
全席指定 2,500円 （税別）
※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問い合わせください。
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

[オルガン]大木麻理
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ヘンデル：オラトリオ「メサイア」 HWV56より ハレル
ヤ／J.S.バッハ・グノー：アヴェ・マリア／J.S.バッハ：コラー
ル「主よ、人の望みの喜びよ」 BWV147／トッカータと
フーガ ニ短調 BWV565／レーガー：クリスマスの夢 
（きよしこの夜）／クリスマスメドレー：神の御子は今宵
しも －ホワイト・クリスマス－赤鼻のトナカイ－サンタク
ロースがやって来た／C-M.ヴィドール：オルガン交響曲 
第5番 ヘ短調 op.42-1より トッカータ
※休憩なし。約60分間のコンサートです。
----- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.12/14（土） 7:00PM
全席指定 2,000円 （税別）
※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問い合わせ
ください。
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

先行予約：9/19（木） 一般発売：10/5（土）

発売中
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その燃え上がる感情に酔いしれる――
一期一会の創意あふれる名演に期待！

荒庸子 チェロ・リサイタル 2020 想い出がいっぱい 珠玉のシネマ名曲SELECTION VOL.6

川井郁子 シンフォニック コンサート －情熱－

どこまでも心地よく、映画の名シーンが蘇る！
選りすぐりのシネマ・ミュージック!

　

毎
年
2
月
に
バ
レ
ン
タ
イ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
の
音
楽
フ
ァ
ン
に
大
人

気
の
才
色
兼
備
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
・
川
井
郁
子
が
、こ
の
季
節
に
新
た

な
る
テ
ー
マ「
情
熱
」で
選
曲
し
た
注

目
公
演
を
行
う
！ 

文
学
や
美
術
な

ど
の
芸
術
全
般
に
言
え
る
こ
と
だ

が
、
こ
の
燃
え
上
が
る
感
情
は
音
楽

の
世
界
に
お
い
て
も
多
く
の
傑
作
を

生
み
出
し
、
新
境
地
を
拓
く
原
動
力

で
あ
り
続
け
て
き
た
。

　

予
定
演
目
は
、ブ
ラ
ー
ム
ス「
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞

曲
第
5
番
」や
ビ
ゼ
ー
「
カ
ル
メ
ン
」、「
ハ
バ
ネ

ラ
」
&
「
闘
牛
士
の
歌
」
の
よ
う
な
古
典
か
ら
、

モ
ノ
ー
「
愛
の
讃
歌
」、エ
ア
ロ
ス
ミ
ス
の
熱
唱

で
お
な
じ
み
の
映
画
ア
ル
マ
ゲ
ド
ン
の
テ
ー
マ

曲「
ミ
ス
・
ア
・
シ
ン
グ
」と
い
っ
た
現
代
曲
。
さ

ら
に
作
曲
や
編
曲
も
積
極
的
に
手
が
け
る
川

井
の
自
作
曲
で
、
２
０
１
７
年
に
発
表
し
た
ア

ル
バ
ム『
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ
』に
収
録
さ
れ
て
い
る「
流

浪
の
女
」ま
で
。
ア
ル
バ
ム
に
は
、男
女
の
情
熱

的
な
愛
を
題
材
に
、
照
ら
さ
れ
る
光
に
よ
っ
て

姿
を
変
え
る
月
を
描
い
た
と
い
う
意
欲
作
も

収
録
さ
れ
て
お
り
、
今
年
8
月
の
ラ
イ
ト
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク 

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
新
編
曲
も

披
露
し
た
。
今
回
も
一
期
一
会
の
創
意
あ
ふ
れ

る
名
演
奏
が
期
待
で
き
そ
う
だ
。

　
〝
情
熱
の
音
楽
史
〞を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
、

貴
重
で
贅
沢
な
午
後
の
ひ
と
と
き
。
春
間
近

だ
が
ま
だ
ま
だ
寒
い
季
節
に
、
誠
実
な
音
楽

性
と
情
熱
的
な
歌
心
を
兼
ね
備
え
た
川
井
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
心
も
体
も
芯
か
ら
温
め
て

く
れ
る
ホ
ッ
ト
な
公
演
を
是
非
!!

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

　

冷
た
い
空
気
の
中
に
も
、

春
の
気
配
を
感
じ
ら
れ
る
季

節
。
浮
き
立
つ
心
を
後
押
し

す
る
か
の
よ
う
に
、
恒
例
と

な
っ
た
「
荒
庸
子
チ
ェ
ロ
・
リ

サ
イ
タ
ル 

２
０
２
０
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
珠
玉
の
シ
ネ

マ
名
曲
は
、
も
ち
ろ
ん
荒
の

お
気
に
入
り
ば
か
り
。「
オ
ー

ド
リ
ー
・
ヘ
プ
バ
ー
ン
が
大
好

き
」
と
い
う
荒
さ
ん
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い『
昼
下
が
り
の
情
事
』よ
り《
魅
惑

の
ワ
ル
ツ
》。
同
じ
く
欠
か
せ
な
い
の
が
、荒
の

尊
敬
す
る
俳
優
、チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の『
ラ
イ
ム
ラ

イ
ト
』《
エ
タ
ー
ナ
リ
ー
》。
道
化
師
の
切
な
い

恋
心
を
表
し
た
メ
ロ
デ
ィ
が
印
象
的
で
す
。

　

さ
ら
に
強
く
美
し
い
女
性
ス
カ
ー
レ
ッ
ト

を
描
い
た『
風
と
共
に
去
り
ぬ
』よ
り《
タ
ラ
の

テ
ー
マ
》、戦
争
に
引
き
裂
か
れ
る
男
女
を
描
い

た『
ひ
ま
わ
り
』、『
慕
情
』。
楽
し
い
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
作
品
か
ら
は『
ア
ラ
ジ
ン
』よ
り《
ホ
ー
ル
・

ニ
ュ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
》や
、『
美
女
と
野
獣
』よ
り

《
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
ア
ン
ド
・
ザ
・
ビ
ー
ス
ト
》。

愛
を
基
調
に
し
た
コ
メ
デ
ィ
や
、
人
間
ド
ラ
マ

の
世
界
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

セ
リ
フ
の
代
わ
り
に
メ
ロ
デ
ィ
で
感
情
の
動

き
を
表
現
し
、
観
て
い
る
人
の
気
持
ち
を
高
揚

さ
せ
る
映
画
音
楽
を
共
に
奏
で
る
の
は
、
こ
れ

ま
で
の
共
演
で
息
も
ぴ
っ
た
り
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

山
田
武
彦
さ
ん
で
す
。

　

チ
ェ
ロ
は
人
間
の
声
に
も
っ
と
も
近
い
楽
器

と
い
わ
れ
ま
す
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

に
響
く
、
艶
や
か
で
時
に
切
な
い
情
感
た
っ
ぷ

り
の
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
を
堪
能
く
だ
さ
い
。

（
文　

國
松
珠
実
）

T he  Sy mphony  H a l l  Spec i a l  Selec t ion
特 選 ！ 春 の 訪 れ を 華 や か に 彩 る 、極 上 の ヴ ァ イ オ リ ン 、チ ェ ロ の リ サ イ タ ル

[ヴァイオリン]川井郁子
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
川井郁子：流浪の女／ブラームス：ハンガリー舞曲 第5番／マルグリット・モノー：愛の讃歌／アンヘル・カブラル：群衆
／ファリャ:「恋は魔術師」より 火祭りの踊り／ミンクス：「ドン・キホーテ」より ジプシーダンス／ダイアン・ウォーレン：I 
don't want to miss a thing（『アルマゲドン』のテーマ曲）／ヴェルディ：歌劇「アイーダ」より 凱旋行進曲　ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2020.2/29（土） 2：00PM 
S 5,000円　A 4,000円 （税別）  ※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問い合わせください。
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]アイケイ・オフィス／ザ・シンフォニーホール

2/29
(Sat)

2/29
(Sat)

[チェロ]荒庸子　[ピアノ]山田武彦
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
メンケン:『アラジン』より「ホール・ニュー・ワールド」／マンシーニ:『ひまわり』より「愛のテーマ」／スタイナー:『風と共に去り
ぬ』より「タラのテーマ」／チャップリン:『ライムライト』より「エターナリー」／フェイン:『慕情』よりテーマ曲／ロータ:『ゴッド・
ファーザー』より「愛のテーマ」／ハーウイッツ:『ラ・ラ・ランド』より「アナザー デイ オブ サン」　ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2020.2/29（土） 7：00PM 
S 3,000円 A 2,000円 プレミアムシート 4,000円 （税別） 《S席+スパークリングワイン1杯（開場・休憩時に2Fカフェにてご
利用可能》 ※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問い合わせください。
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333　[主催]カノン・ミュージック／ザ・シンフォニーホール

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
川
井
郁
子

チ
ェ
ロ
：
荒
庸
子

先行予約：9/19（木） 一般発売：10/5（土）

先行予約：9/19（木） 一般発売：10/5（土）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp 14Sinfonia



Review Noel クリスマス・リサイタル ソプラノ・小林沙羅

クリスマス・リサイタル
ソプラノ・小林沙羅

Noel ザ・シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
冬
の
新
企
画

こ
こ
で
し
か
聴
け
な
い

極
上
の
ア
ヴ
ェ・マ
リ
ア

[ソプラノ]小林沙羅　[ピアノ]河野紘子
-----------------------------------------------------------------------------------
フランク：天使のパン／シューベルト：アヴェ・マリア／カッチーニ：アヴェ・マリア／
J.S.バッハ＝グノー：アヴェ・マリア／クリスマス・メドレー／フンパーディンク：クリス
マス／マルクス：マリアの歌／レーガー：マリアの子守歌／モーツァルト：アヴェ・
ヴェルム・コルプス／賛美歌 アメイジング・グレイス／唱歌 冬の夜　ほか
-----------------------------------------------------------------------------------
2019.12/13（金） 7:00PM
全席指定 3,000円 （税別）
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[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

©NIPPON COLUMBIA

発売中

　

凜
と
し
た
気
品
と
清
楚
な
た
た
ず
ま

い
、天
啓
の
ご
と
く
響
く
清
明
な
声
、そ

し
て
歌
詞
の
細
部
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
的

確
に
表
現
す
る
卓
抜
と
し
た
解
釈
。
デ

ビ
ュ
ー
以
来
高
い
評
価
を
受
け
て
き
た

小
林
沙
羅
は
、
リ
サ
イ
タ
ル
や
オ
ペ
ラ

の
舞
台
で
、引
っ
張
り
だ
こ
の
人
気
ソ

プ
ラ
ノ
で
あ
る
。
そ
ん
な
小
林
が
、ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

る
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト「
Ｎ
ｏ
ｅ

ｌ
」（
ノ
エ
ル
）に
登
場
す
る
。「
ノ
エ
ル
」

と
は
ク
リ
ス
マ
ス
を
意
味
す
る
が
、一

年
で
も
っ
と
も
敬
虔
な
気
分
に
な
れ
る

の
が
、こ
の
時
期
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

小
林
自
身
も
子
供
の
頃
か
ら
ク
リ
ス
マ

ス
は
家
族
と
お
菓
子
を
焼
く
な
ど
、大

切
な
時
間
を
過
ご
し
た
と
い
い
、
ま
た

ド
イ
ツ
で
過
ご
し
た
幼
少
期
の
数
年
に

は
、本
物
の
樅
の
木
を
使
う
な
ど
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
な
ク
リ
ス
マ
ス
を
体

験
し
た
の
が
新
鮮
だ
っ
た
と
い
う
。

　

今
回
は
小
林
の
典
雅
な
声
と
と
も

に
、
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
た
っ
ぷ
り
味

わ
え
る
曲
が
満
載
で
あ
る
。
ク
ラ
シ
ッ

ク
初
心
者
で
も
、
そ
し
て
上
級
フ
ァ

ン
で
も
楽
し
め
る
、
と
っ
て
お
き
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
る

の
だ
。
す
で
に
自
身
の
デ
ィ
ス
ク
で

披
露
し
て
い
る
ヴ
ァ
ヴ
ィ
ロ
フ（
カ
ッ

チ
ー
ニ
）、
バ
ッ
ハ
＝
グ
ノ
ー
、
そ
し
て

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の《
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
》

な
ど
の
優
美
な
調
べ
は
、透
明
感
の
あ

る
小
林
の
美
声
を
堪
能
す
る
の
に
ぴ
っ

た
り
の
演
目
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト《
ア
ヴ
ェ
・
ベ
ル
ム
・
コ
ル
プ

ス
》、
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー
（《
荒
野

の
は
て
に
》《
き
よ
し
こ
の
夜
》《
も
み

の
木
》《
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
》ほ
か
）も
予
定

さ
れ
て
い
る
。
唱
歌《
冬
景
色
》《
冬
の

夜
》、山
田
耕
筰《
ペ
チ
カ
》、中
田
喜
直

《
雪
の
降
る
町
を
》な
ど
、日
本
語
歌
唱

に
長
け
た
小
林
な
ら
で
は
の
季
節
感

あ
ふ
れ
る
選
曲
も
と
て
も
楽
し
み
で
あ

る
。
共
演
の
ピ
ア
ノ
は
、録
音
や
リ
サ

イ
タ
ル
で
長
ら
く
タ
ッ
グ
を
組
み
、全

幅
の
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
河
野
紘
子
。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
は
、

２
０
１
４
年
に
新
春
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

に
出
演
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も
好
評

を
博
し
て
き
た
小
林
だ
が
、現
在
は
大

阪
芸
術
大
学
准
教
授
を
つ
と
め
て
お

り
、関
西
と
も
縁
の
あ
る
歌
手
で
あ
る
。

　
「
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
、
ど

ん
な
言
葉
で
も
遠
く
ま
で
よ
く
響
い
て

く
れ
る
の
で
、
と
て
も
歌
い
や
す
い
ん

で
す
よ
」と
い
う
か
ら
、ホ
ー
ル
と
の
相

性
も
良
好
で
あ
る
。

　
「
今
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
、思
い
っ
き

り
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
に
な
れ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
の
で
、ご
家
族
と
、お
一
人
で

も
、恋
人
と
一
緒
で
も
、ク
リ
ス
マ
ス
気

分
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い

で
す
」。

　

一
年
を
振
り
返
る
に
ふ
さ
わ
し
い
12

月
、清
ら
か
な
美
声
で
し
ば
し
心
静
か

に
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
文　

伊
藤
制
子
）

小
林
の
典
雅
な
声
と
と
も
に

ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
味
わ
え
る
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Interview 三浦一馬（バンドネオン）東京グランド・ソロイスツ in 大阪

サ
ウ
ン
ド
も
、見
た
目
も
本
当
に
カ
ッ

コ
い
い
の
で
、毎
回
参
加
す
る
の
が
楽

し
く
て（
笑
）。
そ
れ
に
三
浦
君
た
ち
と

は
、
か
ね
が
ね
関
西
で
公
演
を
や
っ
た

ら
絶
対
盛
り
上
が
る
だ
ろ
う
と
話
し
て

い
た
の
で
、
よ
う
や
く
形
に
な
っ
て
嬉

し
い
で
す
」

　

今
回
も
オ
ー
ル
・
ピ
ア
ソ
ラ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
だ
が
、山
田
に
聴
き
ど
こ
ろ
を
尋

ね
る
と
実
に
楽
し
み
な
答
え
が
返
っ
て

き
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
演
奏
し
て
き
た
ピ
ア
ソ

ラ
・
ザ
・
ベ
ス
ト
と
言
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
作
品
の
大
半
は
三
浦
君
の
ア
レ

ン
ジ
で
す
が
、作
曲
家
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

山
中
惇
史
さ
ん
に
よ
る
編
曲
の『
ル
・
グ

ラ
ン
・
タ
ン
ゴ
』な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る

の
で
、編
曲
者
に
よ
っ
て
異
な
る
ア
レ

ン
ジ
の
妙
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
編

成
も
メ
ン
バ
ー
も
実
に
豪
華
な
楽
団
で

す
よ
ね
。
ピ
ア
ソ
ラ
が
生
き
て
い
た
ら

ぜ
ひ
聴
い
て
ほ
し
か
っ
た
で
す
」

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
こ
の
後
も
大
い
に

盛
り
上
が
り
、続
き
は
次
号
へ
。
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
聴
き
手
や
音
響

へ
の
大
賛
辞
、今
回
共
演
す
る
注
目
の

若
手
実
力
派
チ
ェ
リ
ス
ト
・
横
坂
源
や
、

地
元
関
西
か
ら
出
演
す
る
メ
ン
バ
ー
に

寄
せ
る
期
待
な
ど
を
さ
ら
に
お
届
け
す

る
の
で
お
楽
し
み
に
!!

（
取
材
＆
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

三
浦一馬
率
い
る
豪
華
ソ
リ
ス
ト
た
ち
が
ス
ゴ
い
！

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
編
成
で
魅
せ
る
贅
沢
サ
ウ
ン
ド

三浦一馬
（バンドネオン）

東京グランド・ソロイスツ in 大阪

[バンドネオン]三浦一馬　[ヴァイオリン]石田泰尚
[コントラバス]髙橋洋太　[エレキギター]大坪純平
[ピアノ]山田武彦　[パーカッション]石川智
[ゲスト・チェロ]横坂 源　ほか
-------------------------------------------------------------------------
ピアソラ：フーガと神秘／アディオス・ノニーノ／ブエノスアイレスの冬／ビ
オレンタンゴ／天使の死／ブエノスアイレスの夏／悪魔のロマンス／ウン
デルタンゴ／ル・グラン・タンゴ／コルドバへのオマージュ／バルダリート
-------------------------------------------------------------------------
2019.12/21（土） 2:00PM
S 6,000円　A 5,000円 （税込）
[お問合せ]テレビマンユニオン音楽事業部 03-6418-8617
[主催]テレビマンユニオン／ザ・シンフォニーホール

三
浦
一
馬

石
田
泰
尚

山
田
武
彦

石
川 

智

横
坂 
源

髙
橋
洋
太

大
坪
純
平

　

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
若
き
巨
匠
・
三
浦

一
馬
が
、
２
０
１
７
年
に
結
成
し
た
室

内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、東
京
グ
ラ
ン
ド
・
ソ

ロ
イ
ス
ツ（
以
下
Ｔ
Ｇ
Ｓ
）。
彼
ら
は
毎

年
１
回
ペ
ー
ス
で
公
演
を
行
い
、
タ
ン

ゴ
の
革
命
児
ピ
ア
ソ
ラ
の
作
品
に
新
た

な
光
を
あ
て
る
活
動
を
展
開
し
て
き

た
。
そ
し
て
こ
の
度
、大
阪
で
初
公
演

を
開
催
。
今
回
は
メ
ン
バ
ー
の
三
浦
、

石
田
泰
尚
、山
田
武
彦
の
３
名
に
取
材
。

様
々
な
編
成
の
公
演
を
当
ホ
ー
ル
で

行
っ
て
き
た
三
浦
は
、今
回
の
室
内
オ

ケ
の
魅
力
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
ピ
ア
ソ
ラ
の
強
烈
で
瑞
々
し
い
音

楽
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
と
い
う
想

い
か
ら
生
ま
れ
、彼
の
洗
練
と
土
着
的

な
パ
ワ
フ
ル
さ
の〝
い
い
と
こ
取
り
〞を

し
た
演
奏
を
追
及
し
て
き
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
は
僕
が
長
年
共
演
し
て
絶
大

な
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
方
ば
か
り
。
編

成
は
キ
ン
テ
ー
ト（
五
重
奏
）を
ベ
ー
ス

に
し
て
い
ま
す
が
、
ピ
ア
ソ
ラ
が
や
っ

て
い
た
弦
楽
5
部
、ピ
ア
ノ
、パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
、ギ
タ
ー
、バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
九

重
奏〝
コ
ン
フ
ン
ト
9（
ヌ
エ
ベ
）〞を
発

展
さ
せ
た
感
じ
で
す
。
昔
か
ら
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
サ
ウ
ン
ド
を
満
を
持
し
て

実
現
で
き
た
、夢
の
楽
団
で
す
ね
」

　

弦
を
統
率
す
る
石
田
は
大
阪
で
の
初

公
演
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。　

　
「
迫
力
が
あ
っ
て
バ
シ
ッ
と
決
ま
る

Interview

発売中
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世
界
を
圧
倒
す
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

繊
細
か
つ
情
熱
的
な
音
が
、

ど
こ
ま
で
も
心
を
揺
さ
ぶ
る
！

ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ニ
ス
ト

JAPAN TOUR 2019
“SPECTRUM”

H
I
R

O
M

I 
U

E
H

A
R

A

[ピアノ]上原ひろみ
-------------------------------------------------------------
2019.11/24（日） 4:00PM
2019.12/1（日） 4:00PM
S 7,100円　A 6,070円 （各税込）
[お問合せ]キョードーインフォメーション 0570-200-888
[企画制作]ヤマハミュージックエンタテインメントホールディングス

　

日
本
が
世
界
に
誇
る
ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア

ニ
ス
ト
、上
原
ひ
ろ
み
。〝
ジ
ャ
ズ
〞と
い

う
肩
書
き
だ
け
で
、大
人
っ
ぽ
く
て
お

洒
落
で
、
ム
ー
デ
ィ
ー
な
雰
囲
気
の
演

奏
会
を
想
像
し
て
い
た
ら
…
度
肝
を
抜

か
れ
る
！
〝
芸
術
は
爆
発
だ
〞と
言
わ

ん
ば
か
り
に
体
を
揺
ら
し
て
、時
に
は

ペ
ダ
ル
を
踏
み
っ
ぱ
な
し
に
し
て
肘
で

鍵
盤
を
叩
い
た
り
、低
音
弦
を
手
で
押

さ
え
て
金
属
音
を
響
か
せ
た
り
、全
身

全
霊
を
込
め
る
。
ピ
ア
ノ
が
持
つ
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
を
様
々
な
方
向
か
ら
引
き

出
し
て
プ
レ
イ
し
て
い
く
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
、聴
く
者
の
魂
を
激
し
く
揺
さ

ぶ
る
。

　

超
絶
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
使
い
、
１

音
１
音
に
繊
細
な
表
現
力
で
人
格
を

宿
し
て
い
き
な
が
ら
も
、
プ
レ
イ
中
は

常
に
幸
せ
そ
う
な
笑
顔
で
ピ
ア
ノ
と
戯

れ
る
よ
う
に
思
い
の
ま
ま
に
即
興
し
続

け
る
。
ま
る
で
鍵
盤
か
ら
音
符
を
解
き

放
っ
て
い
く
よ
う
に
愛
情
を
込
め
て
音

を
鳴
ら
す
型
破
り
な
奏
法
は
、
ト
リ
ッ

キ
ー
で
、ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
で
、ど
こ

ま
で
も
情
熱
的
だ
。

　

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
彼
女
は
こ
れ
ま
で
ジ
ャ
ズ
界

の
大
御
所 

チ
ッ
ク
・
コ
リ
ア
か
ら
矢
野

顕
子
、Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ｔ
Ｒ

Ｕ
Ｅ
、
さ
ら
に
は
タ
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
の

熊
谷
和
徳
、落
語
家
の
笑
福
亭
鶴
瓶
と

い
っ
た
音
楽
フ
ィ
ー
ル
ド
以
外
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
か
ら
も
ラ
ブ
コ
ー
ル
を
受

け
、共
演
を
果
た
し
て
き
た
。

　

そ
ん
な
上
原
は
、早
く
か
ら
ジ
ャ
ズ

の
本
場
、
ア
メ
リ
カ
を
拠
点
に
音
楽
活

動
を
開
始
。
制
作
か
ら
参
加
し
た
ア

ル
バ
ム『
ザ
・
ス
タ
ン
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
・

ト
リ
オ
ｆ
ｅ
ａ
ｔ
．上
原
ひ
ろ
み
』で
グ

ラ
ミ
ー
賞
の
ベ
ス
ト
・
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
ア
ル
バ
ム
を
受
賞
す

る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
る
。
そ

の
後
は
自
身
の
ア
ル
バ
ム『
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｋ
』で
全
米
ビ
ル
ボ
ー
ド
の
総
合
ジ
ャ

ズ
チ
ャ
ー
ト
に
加
え
、
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ル
・
ジ
ャ
ズ
部
門
で
も
１
位
を
獲
得
。

ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
名
実
と

も
に
世
界
の
ト
ッ
プ
へ
と
上
り
つ
め
て

い
っ
た
の
だ
。

　

そ
の
上
原
が〝
色
彩
〞を
テ
ー
マ
に
し

た
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム『
Ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ

ｕ
ｍ
』を
発
売
。
ア
ル
バ
ム
を
携
え
て
、

２
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
日
本
ツ
ア
ー

で
は
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ス

テ
ー
ジ
に
登
場
す
る
。
新
作
は
ピ
ア

ノ
・
ソ
ロ
・
ア
ル
バ
ム
の
た
め
、今
回
は

バ
ン
ド
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
い
な
い
、

上
原
と
ピ
ア
ノ
１
台
だ
け
で
の
公
演
と

な
る
。
新
作
か
ら
、
ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン

作
曲「
ラ
プ
ソ
デ
ィ
・
イ
ン
・
ブ
ル
ー
」に

ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン「
ブ
ル
ー
・
ト

レ
イ
ン
」、ザ
・
フ
ー
「
ビ
ハ
イ
ン
ド
・
ブ

ル
ー
・
ア
イ
ズ
」と
い
う〝
青
〞に
ち
な
ん

だ
ジ
ャ
ズ
と
ロ
ッ
ク
の
名
曲
を
織
り
込

ん
だ
、20
分
を
超
え
る
大
曲「
ラ
プ
ソ

デ
ィ
・
イ
ン
・
ヴ
ァ
リ
ア
ス
・
シ
ェ
イ
ズ
・

オ
ブ
・
ブ
ル
ー
」の
演
奏
に
も
期
待
し
た

い
と
こ
ろ
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
ど
ん
な
音
を
響
か
せ
て
く
れ
る
の

か
―
―
上
原
が
誘
う
色
彩
の
旅
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
。

（
文　

東
條
祥
恵
）

一般発売：9/28（土）
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２
０
１
６
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
名
門
・

東
京
佼
成
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ（
以
下

Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
）の
大
阪
定
期
演
奏
会
も
早
い
も

の
で
４
回
目
。
指
揮
者
に
藤
岡
幸
夫
、
飯

森
範
親
、カ
ー
チ
ュ
ン
・
ウ
ォ
ン
と
、い
ず
れ

も
実
力
派
指
揮
者
を
迎
え
て
き
た
が
、
今

回
は
巨
匠
ユ
ベ
ー
ル
・
ス
ダ
ー
ン
が
登
場
す

る
。

　

彼
は
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
・
モ
ー
ツ
ァ
ル

テ
ウ
ム
管
弦
楽
団
の
音
楽
監
督
を
経
て

２
０
０
４
年
に
東
京
交
響
楽
団
の
音
楽
監

督
に
就
任
。
14
年
に
退
任
す
る
ま
で
に
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
か
ら
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
に

至
る
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
堅
牢
な
音

楽
作
り
で
楽
団
の
実
力
と
人
気
を
劇
的
に

高
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
指
揮
す
る
の
は
、
オ
リ
ヴ
ァ
ド
ー

テ
ィ
の
序
曲
「
バ
ラ
の
謝
肉
祭
」、
真
島
俊

夫
「
Ｍ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ 

Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
」、
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン「
ハ
ル
モ
ニ
ー
ム
ジ
ー
ク
の
た
め

の
序
曲
」、
ラ
ヴ
ェ
ル「
ク
ー
プ
ラ
ン
の
墓
」

＆「
ボ
レ
ロ
」と
い
う
、ク
ラ
シ
ッ
ク
と
吹
奏

楽
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
織
り
交
ぜ
た
究
極
の
名

曲
集
。

　

ス
ダ
ー
ン
は
２
０
１
８
年
に
も
東
京
佼

成
の
東
京
定
期
に
登
場
し
た
が
、
持
ち
前

の
明
晰
な
タ
ク
ト
で
、Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
の
持
ち
味

で
あ
る
繊
細
さ
と
シ
ャ
ー
プ
さ
と
爆
発
力

を
余
す
と
こ
ろ
な
く
引
き
出
し
て
い
た
。

今
回
も
吹
奏
楽
の
古
典
、
注
目
の
新
作
、
聴

き
慣
れ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
名
曲
が
並
ぶ〝
最
高

の
素
材
〞を
、
ス
ダ
ー
ン
＆
Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
と
い

う
〝
名
シ
ェ
フ
〞が
ど
う
〝
料
理
〞す
る
か
、

実
に
楽
し
み
だ
!!

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

[ジャズ・ピアノ]細川千尋　[ベース]井上陽介　[ドラム]セバスティアン・カプテイン
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
バッハ=グノー：アヴェ・マリア／ジョセフ・コズマ：枯葉／ビル・エヴァンス：ワルツ・フォー・デビイ／アレック
ス・ノース：ラブ・テーマ・フロム・スパルタカス／サド・ジョーンズ：“A Child Is Born”の主題による“ジャズ”
変奏曲／細川千尋：黎明-Reimei-／ラヴェルの主題による“ジャズ”狂詩曲   ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2020.2/8（土） 7：00PM 
全席指定 4,000円 （税込）
[お問合せ]テレビマンユニオン音楽事業部 03-6418-8617
[主催]テレビマンユニオン／ザ・シンフォニーホール

名匠スダーン×吹奏楽シーンをリードするTKWO
黄金タッグのアンサンブルを味わえる好機！

洗練されたセッションは見応え満点。
情熱と叙情性を備えた妙技を繰り広げる

[指揮]ユベール・スダーン　[吹奏楽]東京佼成ウインドオーケストラ
-----------------------------------------------------------------------------------
オリヴァドーティ：序曲「バラの謝肉祭」／ラヴェル（大橋晃一 編）：組曲「クープランの墓」／
真島俊夫：Mont Fuji（富士山）～北斎の版画に触発されて～／メンデルスゾーン：ハルモニー
ムジークのための序曲／シュトラウス（大橋晃一 編）：歌曲集より「献呈 Op.10-1」「明日の
朝 Op.27-4」「ツェツィリーエ Op.27-2」／ラヴェル（大橋晃一 編）：ボレロ
-----------------------------------------------------------------------------------
2019.11/22（金） 7：00PM 
S 6,000円　A 4,500円　B 3,000円 （税込）
[お問合わせ]東京佼成ウインドオーケストラ事務局 03-5341-1155
[主催]佼成文化協会 東京佼成ウインドオーケストラ／ザ・シンフォニーホール

発売中

東京佼成ウインドオーケストラ 第4回大阪定期演奏会

クラシック×ジャズ2020 細川千尋プレイズ･ビル･エヴァンス ラヴェル・ジャズ

P I C K  U P  C O N C E R T

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
音
楽
フ
ァ

ン
に
も
近
年
お
な
じ
み
に
な
っ
て
き
た
に

違
い
な
い
、
即
興
性
豊
か
な
ジ
ャ
ズ
の
世

界
。
そ
の
功
労
者
の
一
人
が
、過
去
に
ラ
イ

ト
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
や
ジ
ャ

ズ
ラ
イ
ブ
を
行
っ
て
き
た
注
目
の
若
手
実

力
派
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
細
川
千
尋
で
あ
る
こ
と

は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
そ
し

て
来
る
２
０
２
０
年
２
月
、情
熱
と
叙
情
性

を
備
え
た
あ
の
妙
技
が
再
び
大
阪
に
帰
っ

て
く
る
！

　

今
回
は
、９
月
18
日
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た

メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
『
Ｍ
Ｙ 

Ｖ

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
』で
共
演
し
た
メ
ン

バ
ー
と
の
出
演
と
な
る
。
親
密
か
つ
洗
練

さ
れ
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
新
た
な
る
形
で
堪

能
で
き
そ
う
だ
。

　

細
川
と
い
う
と
、
２
０
１
３
年
に
権
威

あ
る
モ
ン
ト
ル
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
・
ソ
ロ
・
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

（
ス
イ
ス
）で
日
本
人
女
性
初
の
フ
ァ
イ
ナ

リ
ス
ト
に
選
ば
れ
た
ジ
ャ
ズ
の
本
流
の
印

象
が
強
い
。
だ
が
実
は
彼
女
、大
学
ま
で
ク

ラ
シ
ッ
ク
を
本
格
的
に
学
び
、幼
い
頃
か
ら

作
曲
も
手
が
け
て
き
た
異
色
の
経
歴
の
持

ち
主
な
の
だ
。

　

そ
う
し
た
中
で
培
わ
れ
た
音
楽
性
は
、

普
段
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
聴
く
こ
と
が
多
い
当

ホ
ー
ル
の
フ
ァ
ン
に
も
な
じ
み
や
す
い
だ

ろ
う
。
Ｊ
．Ｓ
バ
ッ
ハ
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と

い
っ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
名
曲
の
ア
レ
ン
ジ
や
、

ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
な
自
作
曲
を
得
意
と
す

る
選
曲
に
も
大
き
な
期
待
と
注
目
を
寄
せ

て
欲
し
い
！

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

指
揮
：
ユ
ベ
ー
ル
・
ス
ダ
ー
ン

ピ
ア
ノ
：
細
川
千
尋

吹奏楽：東京佼成ウインドオーケストラ

©F.Fujimoto©Atsushi Yokota

先行予約：9/19（木） 一般発売：9/28（土）
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長
富
彩
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
近
年
着

実
に
深
化
を
遂
げ
て
い
る
。
話
題
の
新
人

が
次
々
と
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
く
ピ
ア
ノ
界

に
あ
っ
て
、
持
ち
前
の
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク

と
豊
か
な
表
現
力
に
し
っ
か
り
と
磨
き
を

か
け
、
自
身
の
評
価
を
高
め
つ
つ
あ
る
貴
重

な
存
在
で
あ
る
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
の
聴
衆
は
、
そ
ん
な
長
富
の
歩
み
を
こ
れ

ま
で
の
３
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
確
認
し
て

き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

好
評
を
得
て
き
た
長
富
の
リ
サ
イ
タ
ル
・

シ
リ
ー
ズ
は
、
４
回
目
を
迎
え
る
。
第
１
回

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
＆
リ
ス
ト
、
第
２
回
ラ
フ

マ
ニ
ノ
フ
、
そ
し
て
第
３
回
は
シ
ョ
パ
ン
と

毎
回
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
王
道
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
ん
で
き
た
が
、今
回
は
オ
ー
ル
・
リ
ス
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
洒
脱
な
《
タ
ラ
ン

テ
ラ
》、
有
名
な《
メ
フ
ィ
ス
ト
・
ワ
ル
ツ
第

１
番
「
村
の
居
酒
屋
で
の
踊
り
」》、
そ
し
て

技
巧
的
な
《
ス
ペ
イ
ン
狂
詩
曲
》、《
ハ
ン
ガ

リ
ー
狂
詩
曲
》よ
り
第
12
番
な
ど
、
リ
ス
ト

の
醍
醐
味
を
味
わ
え
る
選
曲
だ
が
、《
ピ
ア

ノ
・
ソ
ナ
タ　

ロ
短
調
》に
は
大
い
に
注
目

で
あ
る
。

　

ソ
ナ
タ
と
い
っ
て
も
一
楽
章
構
成
で
、
ま

る
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
曲
の
よ
う
な
荘
重
さ

と
内
省
的
な
表
現
が
織
り
込
ま
れ
た
名
作

だ
け
に
、
豊
か
な
感
性
と
冴
え
た
テ
ク
ニ
ッ

ク
に
期
待
が
か
か
る
。

　

作
品
が
書
か
れ
た
当
時
の
楽
器
に
つ
い

て
も
熱
心
に
研
究
し
て
い
る
長
富
。
リ
ス

ト
の
時
代
の
空
気
を
尊
重
し
つ
つ
、
現
代
を

生
き
る
私
た
ち
の
琴
線
の
触
れ
る
演
奏
を

聞
か
せ
て
く
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。

（
文　

伊
藤
制
子
）

リストの多彩さを満喫できるリサイタル
抜群の技巧と豊かな表現で魅了する

今、日本で、世界で話題を呼んでいる和太鼓。
和太鼓松村組が繰り広げる魂揺さぶるハイパフォーマンス！

[ピアノ]長富彩
-------------------------------------------------------------------------
オール・リスト・プログラム：タランテラ／メフィスト・ワルツ第1番「村の居酒屋で
の踊り」／スペイン狂詩曲 S.254／ハンガリー狂詩曲／ピアノ・ソナタ ロ短調　
ほか
-------------------------------------------------------------------------
2020.1/11（土） 7：00PM 
全席指定 3,000円 （税込）
[お問合せ]テレビマンユニオン音楽事業部 03-6418-8617
[主催]テレビマンユニオン／ザ・シンフォニーホール

発売中

長富彩 ピアノ・リサイタル Vol.4 『リスト、超絶名曲選！』

The Symphony Hall×和太鼓松村組 春祭 2020 ｰ春光令月に舞う花ｰ

P I C K  U P  C O N C E R T

　

２
０
１
９
年
７
月
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
×
和
太
鼓
松
村
組「
夏
祭
り
」で
、
熱

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
、
お
い
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
観
客
皆
様
の
心
を
わ
し

掴
み
に
し
た
舞
台
が
来
春
ま
た
ま
た
や
っ

て
来
ま
す
！

　

和
太
鼓
松
村
組
は
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て
毎
年 

「
春
祭
」と
、「
夏
祭

り
」
を
催
し
、
多
く
の
方
々
か
ら
好
評
を
博

し
て
い
ま
す
。
年
々
お
客
様
が
増
え
、
定
着

し
て
参
り
ま
し
た
。
樹
齢
約
５
０
０
年
の

大
木
を
く
り
抜
い
て
作
ら
れ
た
大
太
鼓
か

ら
発
す
る
音
が
ホ
ー
ル
に
響
き
渡
り
、
そ
の

生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
観
客
皆
様
の
身
体
に

染
み
渡
る
。
そ
の
圧
倒
的
な
音
圧
に
、
魂
を

揺
さ
ぶ
ら
れ
、
涙
を
流
す
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　

ま
た
、
圧
倒
的
な
迫
力
と
は
対
象
に
、
マ

リ
ン
バ
や
オ
カ
リ
ナ
・
ケ
ー
ナ
や
チ
ャ
ラ
ン

ゴ
と
い
っ
た
心
の
奥
底
に
染
み
渡
る
優
し

さ
を
も
兼
ね
備
え
て
い
る
の
が
、
和
太
鼓
松

村
組
の
魅
力
。
そ
し
て
、
そ
の
様
々
な
楽
器

を
融
合
さ
せ
た
独
自
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と

ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
の
素
晴
ら
し
い
響
き
で
お
届

け
し
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
の「
春
祭
」は
、〝
春
光
令
月

に
舞
う
華
〞と
題
し
、
力
強
く
も
優
し
さ
に

溢
れ
た
舞
台
で
、
春
の
訪
れ
を
皆
様
と
迎
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

和
太
鼓
松
村
組
の
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
イ
の

音
楽
性
と
、
メ
ン
バ
ー
の
鍛
え
抜
か
れ
た
身

体
か
ら
ほ
と
ば
し
る
汗
を
お
近
く
で
ご
覧

頂
け
ま
す
よ
！ 

令
和
の
初
桜
を
ご
一
緒
に

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

[出演]和太鼓松村組
----------------------------------------------------
2020.3/7（土） 7:30PM
全席指定　3,000円 （税込）
[お問合せ]エス・ピー・エース 06-6204-0412
[主催]エス・ピー・エース／ザ・シンフォニーホール

ピ
ア
ノ
：
長
富
彩

和
太
鼓
松
村
組

先行予約：9/19（木） 一般発売：10/5（土）
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大
阪
フ
ィ
ル
と
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
が
お
く
る
人
気
シ
リ
ー
ズ
「
ソ
ワ
レ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
」
に
、
世
界
が
注
目
す
る
天
才

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
服
部
百
音
が
登
場

す
る
。
祖
父
に
作
曲
家
の
服
部
克
久
、
父

に
同
じ
く
服
部
隆
之
を
も
つ
今
年
20
歳
の

彼
女
は
、
10
歳
の
と
き
リ
ピ
ン
ス
キ
・
ヴ
ィ

エ
ニ
ャ
フ
ス
キ
国
際
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
コ
ン

ク
ー
ル
の
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
で
史
上
最
年
少

第
１
位
と
特
別
賞
を
受
賞
し
て
以
来
、
数
々

の
コ
ン
ク
ー
ル
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
。　

　

N
響
を
は
じ
め
内
外
の
一
流
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
多
数
共
演
し
、
名
教
師
ザ
ハ
ー
ル
・

ブ
ロ
ン
譲
り
の
堅
牢
な
技
巧
と
濃
密
か
つ

繊
細
な
音
色
で
、
気
迫
に
充
ち
た
演
奏
を
展

開
し
て
い
る
。
特
に
素
晴
ら
し
い
の
は
類

ま
れ
な
集
中
力
と
抜
群
の
訴
求
力
。
そ
の

凛
々
し
く
も
雄
弁
な
音
楽
は
聴
く
者
を
魅

了
し
て
や
ま
な
い
。

　

今
回
の
演
目
は
、
20
世
紀
の
当
分
野
を
代

表
す
る
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協

奏
曲
。
濃
厚
で
張
り
詰
め
た
空
気
感
が
漂

う
同
曲
は
服
部
の
持
ち
味
に
最
適
ゆ
え
に
、

期
待
は
限
り
な
く
大
き
い
。

　

指
揮
は
大
友
直
人
。
ま
ず
は
ベ
テ
ラ
ン

の
名
匠
と
若
き
名
手
の
コ
ラ
ボ
に
熱
視
線

が
注
が
れ
る
。
そ
し
て
大
友
得
意
の
英
国

物
＝
エ
ル
ガ
ー
の
弦
楽
セ
レ
ナ
ー
ド
で
は
、

持
ち
前
の
ノ
ー
ブ
ル
な
抒
情
性
、
お
な
じ
み

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
「
３
大
バ
レ
エ
音
楽

ハ
イ
ラ
イ
ト
」
で
は
、
格
調
を
湛
え
た
壮
麗

な
音
物
語
を
堪
能
さ
せ
て
く
れ
る
に
違
い

な
い
。
こ
れ
は
北
の
国
の
色
彩
感
に
溢
れ

た
、終
始
耳
を
離
せ
な
い
一
夜
だ
。

（
文　

柴
田
克
彦
）

[指揮]鈴木恵里奈　[歌のお兄さん・お姉さん]新井宗平、山本かずみ
[バレエ]午前の部：下川三和子（野間バレエ団）／午後の部：荒瀬結記子（野間バレエ団）
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
チャイコフスキー：バレエ音楽「くるみ割り人形」より／序曲★◆／行進曲◆／くるみ割り人形と二十日ねずみの戦闘
／冬の松林（クリスマスツリーの中で）◆／おんがくリズムあそびコーナー／ロシアの踊り（トレパーク）◆／花のワ
ルツ★／金平糖の踊り◆／終幕のワルツとアポテオーズ◆  ★＝プロジェクション・マッピングつき ◆＝バレエつき
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.12/24（火） 午前の部:11:00 / 午後の部:14:00 開演 
S おとな 2,500円　A おとな 2,000円　B おとな 1,500円
S こども 1,500円　A こども 1,000円　B 小学生 800円 （税込）
※こども…0歳児から小学生 ※B席は未就学児不可 
※乳幼児のお子様（お膝の上でも）も必ず座席券をご購入ください。 ※休憩なし、約60分間の公演です
[お問合せ]公益社団法人大阪交響楽団 072-226-5522
[主催]公益社団法人大阪交響楽団／ザ・シンフォニーホール

開催迫る！ 巨匠 大友直人と若き俊才
服部百音の共演に期待、注目度が高まる！

華麗なバレエと楽しい音楽をファミリーで！ ワクワク＆ドキドキの“くるみ割り人形”

[指揮]大友直人　[ヴァイオリン]服部百音
[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
------------------------------------------------------------------------------
エルガー：弦楽セレナード ホ短調 op.20／シベリウス：ヴァイオリン協奏曲 ニ
短調 op.47／チャイコフスキー：3大バレエ音楽 ハイライト
------------------------------------------------------------------------------
2019.10/18（金） 7：00PM 
A 5,000円　B 3,000円 （税込）
[お問合せ]大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890
[主催]公益社団法人大阪フィルハーモニー協会／ザ・シンフォニーホール

発売中

発売中

大阪フィル×ザ・シンフォニーホール 〈名曲シリーズ〉ソワレ・シンフォニー Vol.14

大阪交響楽団 0歳児からの“光と映像で楽しむオーケストラ”Vol.16
『まるごと“くるみ割り人形”』クララのクリスマス

P I C K  U P  C O N C E R T

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
と
、大
阪
交
響

楽
団
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
お
届
け
す
る
、
大

人
気
コ
ン
サ
ー
ト「
０
歳
児
か
ら
の〝
光
と
映

像
で
楽
し
む
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
〞」。
５
年
目
を

迎
え
、
歌
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
の
軽
快

な
リ
ー
ド
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
ま
す
ま
す
盛

り
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
ト
ル
の
と
お
り
、
０
歳
児
か
ら
の
赤

ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
楽
し
め
る
こ
の
コ
ン
サ
ー

ト
。「
ホ
ー
ル
入
口
に
ベ
ビ
ー
カ
ー
置
き
場
を

設
置
」「
授
乳
室
・
お
む
つ
替
え
室
を
完
備
」

「
演
奏
中
に
お
子
様
が
ぐ
ず
っ
て
も
大
丈

夫
」
と
い
う
３
つ
の
安
心
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る

の
で
、
ホ
ー
ル
に
入
っ
た
瞬
間
か
ら
最
後
ま

で
コ
ン
サ
ー
ト
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。　

　

ま
た
、
開
場
時
に
は
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

あ
り
、
楽
器
体
験
あ
り
で
、
ま
る
で
音
楽
の

遊
園
地
！
小
さ
な
お
子
様
と
一
緒
に
、
周
り

に
気
兼
ね
な
く
（
周
り
も
小
さ
な
お
子
様
ば

か
り
!!
）、お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
・
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
三
世
代
そ
ろ
っ

て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
の
日
に
開
催
さ
れ
る

今
回
は
、
60
分
ま
る
ご
と
「
く
る
み
割
り
人

形
」。
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
の
夜
に
、主
人
公

ク
ラ
ラ
が
見
た
夢
を
お
届
け
し
ま
す
。
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が
誇
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
映
像
、堺
市
を
本
拠

地
に
活
躍
す
る
野
間
バ
レ
エ
団
の
バ
レ
リ
ー

ナ
に
よ
る
舞
い
、
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
迫

力
満
点
の
贅
沢
な
サ
ウ
ン
ド
！
〝
目
で
見

て
〞、〝
耳
で
聴
い
て
〞、
め
い
っ
ぱ
い 〝
心
で

感
じ
る
〞こ
と
が
で
き
る
、素
敵
な
１
日
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

指
揮
：
大
友
直
人

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
服
部
百
音

大阪フィルハーモニー交響楽団

©Rowland Kirishima©飯島 隆 ©Chihoko Ishii

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp 20Sinfonia



[指揮]西村 友
[吹奏楽]オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラ
------------------------------------------------------------------------------
長生 淳：トリトン／チェザリーニ：「ブルー・ホライズン」op.23b／イベール（西
村 友 編曲）：交響組曲「寄港地」／ドビュッシー（西村 友 編曲）：交響詩「海」
------------------------------------------------------------------------------
2019.11/30（土） 2:00PM
S 5,000円　A 4,000円　B 3,000円（税込）
[お問合せ]Shionチケットセンター 0800-919-5508
[主催]公益社団法人大阪市音楽団

　

令
和
へ
の
改
元
を
記
念
し
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ

ル
の
生
と
死
、
愛
と
冒
険
が
描
か
れ
た
「
古

事
記
」
の
神
話
世
界
を
独
唱
と
合
唱
で
歌
い

上
げ
る
、
オ
ラ
ト
リ
オ「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
」が

上
演
さ
れ
る
。

　
〝
日
本
人
の
た
め
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

第
九
を
〞と
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ 

ボ
ニ
ー

ジ
ャ
ッ
ク
ス
の
西
脇
久
夫
が
発
案
し
、
三
枝

成
彰
が
作
曲
を
手
が
け
、
な
か
に
し
礼
が
台

本
を
書
き
、
１
９
８
９
年
に
東
京
両
国
国
技

館
で
一
万
人
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
初
演

さ
れ
た
こ
の
作
品
。「
天
孫
降
臨
」
か
ら
ヤ
マ

ト
タ
ケ
ル
の
「
誕
生
」「
西
征
」「
東
征
」「
暗

雲
」「
昇
天
」ま
で
を
約
２
時
間
以
上
に
渡
っ

て
歌
い
上
げ
る
大
曲
と
な
っ
て
い
る
。
は

る
か
彼
方
の
太
古
を
彷
彿
さ
せ
、
大
和
魂
を

揺
さ
ぶ
ら
れ
る
美
し
い
旋
律
だ
。
ヤ
マ
ト

タ
ケ
ル
が
息
絶
え
て
白
鳥
に
な
る
シ
ー
ン

で
流
れ
る
澄
ん
だ
合
唱
を
聴
い
て
い
る
と
、

心
か
ら
浄
化
さ
れ
る
よ
う
な
心
地
に
な
る
。

　

関
西
を
代
表
す
る
オ
ペ
ラ
歌
手
た
ち

が
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
の
会
場
を
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
神
話

の
世
界
へ
と
誘
う
。
さ
ら
に
、
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
文
化
遺
産
と
な
っ
た
ヤ
マ
ト
タ
ケ

ル
の
伝
説
の
地
か
ら
合
唱
団
が
集
結
。
ヤ

マ
ト
タ
ケ
ル
を
葬
っ
た
と
さ
れ
る
白
鳥
陵

古
墳
の
あ
る
羽
曳
野
市
、
堺
市
、
藤
井
寺
市

に
加
え
、
大
阪
市
や
関
東
か
ら
、
公
募
で
集

ま
っ
た
総
勢
２
５
０
名
の
大
合
唱
で
歌
い

上
げ
る
。

　

令
和
元
年
を
祝
す
る
に
相
応
し
い
、
日
本

人
が
元
来
持
ち
続
け
て
い
る
美
し
い
品
性

を
振
り
返
る
ひ
と
時
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
文　

金
子
真
由
）

令和元年を記念してザ・シンフォニーホールに光臨。
蘇る日本神話の世界、250人の大合唱が実現する

快演を続けるShionの定期演奏会
11月は“海が創る芸術”を音楽で表現する

[指揮]朝倉 洋　[合唱]令和記念合唱団　[管弦楽]令和記念管弦楽団
[胡弓]木場大輔　[和楽器]菅原淸和／角野善郎／上杉清治／西川知広
[ヤマトタケル]二塚直紀　[オトタチバナ姫]畑田弘美　[大王]片桐直樹
[クマソ弟タケル]松澤政也　[ヤマト姫]児玉祐子　[タケヒコ]細川 勝　[語部]山中雅博
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
1部 天孫降臨・誕生・西征／2部 東征／3部 暗雲・昇天
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.11/16（土） 6：00PM　S 4,320円　A 3,240円 （税込）
[お問合せ]オラトリオ「ヤマトタケル」特別演奏会実行委員会 072-954-7100
[主催]オラトリオ「ヤマトタケル」特別演奏会実行委員会

発売中

発売中

オラトリオ「ヤマトタケル」

オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラ 第127回定期演奏会 ｰ海ｰ

P I C K  U P  C O N C E R T

　

創
立
か
ら
96
年
と
日
本
で
最
も
長
い
歴

史
と
伝
統
を
誇
り
、
高
い
技
巧
と
音
楽
性
で

快
演
を
披
露
し
続
け
て
い
る
「
オ
オ
サ
カ
・

シ
オ
ン
・
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ（
Ｓ
ｈ

ｉ
ｏ
ｎ
）」。
11
月
に
開
く
第
１
２
７
回
定

期
演
奏
会
で
は
「
海
」
を
テ
ー
マ
に
据
え
、

様
々
な
色
彩
や
表
情
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
擁
す

る
、４
つ
の〝
音
画
〞を
楽
し
む
。

　
「
大
阪
市
音
楽
団
」
と
し
て
長
ら
く
活
動

し
、
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
披
露
す
る
一

方
、
中
高
生
を
対
象
と
し
た
吹
奏
楽
講
習

会
で
の
指
導
な
ど
、
関
西
で
の
音
楽
文
化
の

向
上
と
発
展
に
も
寄
与
し
て
き
た
Ｏ
Ｓ
Ｗ

Ｏ
。
２
０
１
４
年
に
大
阪
市
の
直
営
を
離

れ
、
翌
年
に
現
名
称
へ
改
称
。
関
西
地
区
以

外
で
の
演
奏
機
会
も
増
え
、
い
っ
そ
う
精
力

的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

今
年
か
ら
６
回
へ
と
公
演
数
を
増
や
し
、

よ
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
の
定
期
演
奏
会
。
今
回
は
、

卓
越
し
た
名
編
曲
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る

Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
正
指
揮
者
、
西
村
友
の
タ
ク
ト

で
臨
む
。

　

ま
ず
は
、
現
代
を
生
き
る
若
者
へ
の
エ
ー

ル
を
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
海
神
の
力
強
さ

に
託
し
た
長
生
淳
の
「
ト
リ
ト
ン
」
を
。
続

い
て
、
現
代
ス
イ
ス
の
大
家
チ
ェ
ザ
リ
ー
ニ

が
、
海
の
生
物
の
神
秘
を
描
い
た
「
ブ
ル
ー

ホ
ラ
イ
ズ
ン
」
を
披
露
。
そ
し
て
、
海
軍
士

官
だ
っ
た
イ
ベ
ー
ル
が
、
訪
問
先
の
印
象
を

綴
っ
た
交
響
組
曲「
寄
港
地
」と
、
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
が
変
幻
自
在
に
姿
を
変
え
る
波
を
活

写
し
た
交
響
詩「
海
」は
、
共
に
西
村
の
編
曲

で
聴
く
。

（
文　

笹
田
和
人
）

指
揮
：
大
友
直
人

ピ
ア
ノ
：
長
富
彩

オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラ

©飯島 隆

指
揮
：
西
村 

友
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